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やまつりこども園秋季運動会 １０．３  Sat

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
秋
季
運
動

会
が
、令
和
２
年
10
月
３
日
（
土
）

午
前
８
時
45
分
か
ら
や
ま
つ
り
こ

ど
も
園
園
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た

幼
児
教
育
部
（
３
〜
５
歳
）
の
園

児
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

く
ら
い
元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿
で
入

場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
の
紅
白
応
援
合
戦
の

の
ち
、
第
１
種
目
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

体
操
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
し
、学
年
別
の
か
け
っ
こ「
よ
ー

い
ど
ん
！
」や
リ
ズ
ム
演
技
の「
ス

マ
イ
ル
」「
ド
ラ
え
も
ん
」「
銀
河

鉄
道
９
９
９
」、
３
歳
児
に
よ
る

「
へ
ん
し
ん
ヒ
ー
ロ
ー
」、
４
歳
児

に
よ
る
「
は
じ
め
て
の
お
て
つ
だ

い
」、
５
歳
児
に
よ
る
「
紅
白
リ

レ
ー
」
な
ど
全
12
種
目
を
行
い
、

各
種
目
に
お
い
て
園
児
た
ち
の
笑

い
声
や
保
護
者
の
方
の
歓
声
が
響

き
ま
し
た
。

矢祭小学校秋季運動会 １０．１１  Sun

　

矢
祭
小
学
校
秋
季
運
動
会
が
、

令
和
２
年
10
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
矢
祭
小
学
校
校
庭

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
５
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
て
10
月

に
変
更
す
る
も
台
風
の
影
響
に
よ

り
１
日
順
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
『
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
全
力
！
協
力
！
矢
祭
魂
！
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紅
白
応
援

合
戦
や
学
年
別
徒
競
走
、「
○
○

き
ょ
う
だ
い
を
さ
が
そ
う
」（
１
・

２
年
生
）、「
矢
祭
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
（
障
害
物
競
走
）」（
３
・

４
年
生
）、「
探
し
物
は
な
ん
で
す

か
？
」（
５
年
生
）、「
小
学
校
ラ

ス
ト
ラ
ン
で
恩
返
し
」（
６
年
生
）、

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

連　

芸
？
」（
低
学

年
）、「
よ
さ
こ
い
２
０
２
０
」（
中

学
年
）、「
鼓
笛
」（
高
学
年
）、
な

ど
全
18
種
目
を
行
い
、
各
種
目
で

児
童
た
ち
の
一
喜
一
憂
す
る
姿
や

保
護
者
の
方
の
声
援
が
校
庭
に
広

が
り
ま
し
た
。
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令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
、
大
型
で
強
い
勢
力
の
台
風
19
号

が
本
町
を
襲
い
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ

る
河
川
の
増
水
・
氾
濫
等
に
よ
り
家
屋

浸
水
や
道
路
の
崩
落
な
ど
甚
大
な
被
害

を
残
し
ま
し
た
。
あ
の
災
害
か
ら
約
１

年
が
経
過
し
、
町
内
に
残
っ
た
多
く
の

爪
痕
は
徐
々
に
復
旧
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
左
頁
写
真
等
）

　

被
害
の
中
で
も
特
に
、
高
地
原
橋

の
流
出
は
衝
撃
的
で
し
た
。
10
月
13

日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、
町
及

び
県
南
建
設
事
務
所
、
施
工
業
者
２
社

が
出
席
し
高
地
原
橋
災
害
復
旧
工
事
に

係
る
説
明
会
が
行
わ
れ
、
佐
川
町
長
と

加
藤
県
南
建
設
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
県
南
建
設
事
務
所
の
熊
澤
道
路

課
長
か
ら
被
災
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
被

災
箇
所
の
全
景
、
新
た
に
建
設
す
る
高

地
原
橋
（
本
橋
）
に
お
け
る
今
後
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
左
頁
表
１
）、

完
成
イ
メ
ー
ジ
画
像
（
上
写
真
）
な
ど

が
高
地
原
地
区
の
住
民
に
示
さ
れ
、
復

旧
に
向
け
て
新
た
な
１
歩
が
踏
み
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
高
地
原
橋
の
位
置
は
元
の

橋
と
同
様
の
場
所
に
建
設
予
定
で
橋
長

67
．
４
ｍ
、
幅
員
４
．
５
ｍ
と
さ
れ
て

お
り
、
以
前
の
橋
よ
り
１
．
52
ｍ
高
く

か
さ
上
げ
し
、
中
央
部
分
が
盛
り
上
が

る
よ
う
な
形
状
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
被
害
以
前
の
よ
う
な
状

台
風
19
号
被
害
か
ら
の
復
旧

あれから１年…
▲高地原橋災害復旧工事に係る説明会で示された新高地原橋のイメージ画像

令和元年 10月（被害状況） 令和２年 10月（復旧状況）

➡
【来る里の杜駐車場前】
（大字金沢地内）

➡
【東慶寺入口】
（大字東舘地内）

➡
【新夢想橋付近の町道】
（大字関岡地内）

➡
【鳶ヶ沢付近の歩道】
（大字関岡地内）

▲高地原橋災害復旧工事に係る説明会で被災メカニズムを説明する県担当者

態
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い
箇
所
も
残
っ

て
い
ま
す
が
、
今
も
な
お
、
各
関
係
機

関
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。
完
全
復
旧
ま
で
に
は
も
う
し

ば
ら
く
か
か
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

項目

令和２年度 令和３年度

第３四半期
（10～12月）

第４四半期
（1～3月）

第１四半期
（4～6月）

第２四半期
（7～9月）

第３四半期
（10～12月）

第４四半期
（1～3月）

旧橋撤去１

旧橋撤去２

下部工

上部工

仮橋撤去

➡
➡ ➡
➡
➡

新
橋
完
成
予
定

➡

表１．高地原橋災害復旧工事スケジュール

10/13
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Health 
information
健康情報

児
童
虐
待
と
は
？

子
ど
も
を
車
内
に

残
し
て
い
か
な
い
で

児
童
虐
待
か
も
と

思
っ
た
ら
１
８
９
へ

【
身
体
的
虐
待
】

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ

さ
せ
る
、
家
の
外
に
し
め
だ

す
な
ど

【
性
的
虐
待
】

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
連
れ
て
行
か
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、
他

の
人
が
子
ど
も
に
暴
力
を
振

る
う
こ
と
な
ど
を
放
置
す
る

な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、
無
視

す
る
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差

別
的
な
扱
い
を
す
る
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）

な
ど

　

子
ど
も
（
乳
幼
児
）
は
、
体

温
調
整
機
能
が
未
熟
な
こ
と
も

あ
り
、
自
動
車
内
な
ど
内
部
の

気
温
が
あ
が
り
や
す
い
環
境
で

は
、
短
時
間
で
も
熱
中
症
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。「
眠
っ

て
い
る
か
ら
」「
少
し
だ
け
」

と
子
ど
も
を
自
動
車
な
ど
に
乗

せ
た
ま
ま
、
そ
の
場
を
離
れ
る

と
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
大

変
危
険
で
す
。

　

自
分
で
身
を
守
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
守
る
の
は
大

人
の
役
割
で
す
。
十
分
な
気
配

り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら
。
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
。

子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
。

下
記
の
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の
一
本
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
る
問
題
で
す

令
和
２
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
最
優
秀
標
語
【
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）　

知
ら
せ
て
守
る　

こ
ど
も
の
未
来
】

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？

◆子どもについて
①いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者
の怒鳴り声がする
②不自然な傷や打撲のあとがある
③衣類やからだがいつも汚れている
④落ち着きがなく乱暴
⑤表情が乏しい、活気がない
⑥夜遅くまで一人で家の外にいる

◆保護者について
①地域等と交流が少なく孤立している
②小さい子どもを家においたまま外出
している
③子育てに関して拒否的・無関心
④強い不安や悩みを抱えている
⑤子どものけがについて不自然な説明
をする

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
の

相
談
・
受
診
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す

令
和
２
年
11
月
１
日
よ
り

「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
は
「
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

原
則
と
し
て
、
発
熱
患
者
な

ど
は
、
事
前
に
「
受
診
・
相
談

セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
す
る
こ
と

な
く
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
身

近
な
医
療
機
関
に
直
接
、相
談
・

受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

発
熱
な
ど
の
症
状
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ

け
医
な
ど
の
地
域
で
身
近
な
医

療
機
関
に
、
電
話
相
談
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
方

な
ど
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に

迷
う
場
合
に
は
、「
受
診
・
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

【発熱等の症状のある方の相談の流れ】

受診・相談センター
☎ 0120-567-747
＊ 24時間対応

かかりつけ医など
身近な医療機関

＊受診・相談センター、または診療・
検査医療機関を案内する場合あり

風邪のような症状、発熱、強いだるさ・息苦しさ

➡➡かかりつけ医がいない・
どこに相談してよいか分からない場合

電話相談

さ

談

➡案内

対応できる医療機関
診療・検査医療機関

（帰国者・接触者外来、地域外来・検査センターを含む）

【問い合わせ】　福島県コロナ対策本部☎０２４-５２１- ７２６２

一般相談（コールセンター）
☎ 0120-567-177
平日▶午前８時 30分～午後９時
休日▶午前８時 30分～午後５時 15分

◆新型コロナウイルス感染症への感染の懸念から、医療機関の受診
や健康診断を控える傾向が強まっています。必要な受診や健診を控
えることは、病気の早期発見・早期治療に支障が出るなど、健康上
のリスクを高めることに繋がります。適切な受診と健診を心がけま
しょう。
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補
正
予
算
第
２
号
（
５
月
臨
時
会
）

補
正
予
算
額
７
億
２
，
３
４
６
万
円

指標名

矢祭町の比率
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準令和元年度 平成30年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 1.6 1.2 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
令和元年度 平成30年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

元年度健全化判断比率等の公表

◆上記２つの表のとおり、本町の各指標はいずれも国の基準を下回っております。
また、令和元年度指標は平成 30 年度指標を維持しており、引き続き財政状況
は健全に運営されているものと判断できます。

　

町
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
広
報
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
指
標
は
平
成
30
年
度
指
標
を
維
持

令
和
２
年
度
一
般
会
計
上
半
期

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
末
ま
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
特
別
定
額
給
付
金
の
電
算
処
理
業

務
委
託
料
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
消
毒
液
等
消
耗
品

や
マ
ス
ク
製
作
の
手
数
料
を
計
上
し

ま
し
た
。補
正
予
算
の
財
源
と
し
て
、

予
備
費
を
５
６
８
万
７
千
円
減
額
し

ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
、
特
別
定
額
給
付
金
の
事
務
費
補

助
金
６
０
０
万
６
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

援
金
１
億
２
，
０
０
０
万
円
の
ほ

か
、
融
資
が
行
わ
れ
る
期
間
ま
で
の

つ
な
ぎ
融
資
と
し
て
、
貸
付
金
２
，

０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、国
庫
支
出
金
に
お
い
て
、

特
別
定
額
給
付
金
の
事
業
費
補
助
金

５
億
６
，
５
１
０
万
円
を
増
額
し
た

ほ
か
、
補
正
予
算
の
財
源
と
し
て

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
１
億
５
，

０
０
０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

■
土
木
費
に
お
い
て
、
田
川
等

の
土
砂
撤
去
工
事
費
と
し
て

１
，
５
０
０
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
商
工
費
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
の
業
務
委
託
料
５
，

５
４
２
万
５
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
費
に
お
い
て
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工

事
費
（
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
施
設
整
備
）
と
し
て
２
，

８
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
予

算
総
額
を
57
億
３
万
２
千
円
と
す
る

補
正
内
容
で
し
た
。

■
歳
入
は
、
県
支
出
金
に
お
い
て
、

高
地
原
橋
の
本
橋
分
の
補
助
金
を
約

１
億
１
，
５
０
０
万
円
増
額
し
た
ほ

か
、
令
和
元
年
度
の
仮
橋
分
の
補
助

金
額
が
確
定
し
た
た
め
、
過
年
度
収

入
と
し
て
約
１
億
３
，
７
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
第
４
号
（
７
月
専
決
）

補
正
予
算
額
５
１
５
万
４
千
円

歳入
46億
7,400 万円

町税
9億 2,400 万円
20％

地方交付税
17 億 2,400 万円

37％

国県支出金
5億 3,300 万
11％

繰入金
4億 1,800 万円

9％

町債
3億 4,500 万円

7％

その他
1億 4,500 万円

3％

地方譲与税等
1億 7,100 万円

4％

繰越金
4億 1,400 万円

9％

歳出
41億

8,600 万円

物件費
9億 600 万円
22％

補助費
7億 4,000 万円
18％

人件費
4億 9,500 万円
12％

積立金
1億 2,100 万円

3％

普通建設事業費
5億 5,700 万円

13％
扶助費

2億 8,500 万円
7％

繰出金
2億 8,600 万円

7％

公債費
3億 9,500 万円

9％

維持補修・災害復旧費
3億 9,000 万円

9％

補
正
予
算
第
１
号
（
４
月
専
決
）

補
正
予
算
額
６
０
０
万
６
千
円

補
正
予
算
第
３
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
２
億
４
，
０
５
６
万
６
千
円

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
と
し
て
、
小
中
学
校
の
研
修

事
業
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
た
ち
の

バ
ス
内
で
の
三
密
を
避
け
る
た
め
バ

ス
借
上
料
１
８
７
万
円
を
概
算
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

補
正
予
算
第
５
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
２
億
３
，
５
７
４
万
円

令和元年度

北
側
法
面
崩
落
箇
所
の
測
量
委
託
料

に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
宅
地
造
成

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
を
２
７
０
万

円
増
額
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
総
務
費
に
お
い
て
、
減
債
基
金

へ
の
積
立
金
１
億
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
商
工
費
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
の
業
務
委
託
料
２
，

９
２
４
万
６
千
円
を
増
額
し
、
教
育

費
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
工
事
の
設
計
委
託
料
や

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
費

等
約
３
，
４
０
０
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。
予
算
総
額
を
５
９
億
４
，

０
９
２
万
６
千
円
と
す
る
補
正
内
容

で
し
た
。

■
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
１
億
９
，
２
９
３
万
７
千
円

を
増
額
し
た
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
に

お
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
に
係
る
補
助
金

６
１
６
万
５
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
総
務
費
に
お
い
て
特
別
定
額
給
付

金
５
億
６
，
５
１
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
商
工
費
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
中
小
企
業
等
支

貸付
1,100 万円
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支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

425,711 円
（11.8％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

876,421 円
（24.3％）

医療費・学費
【扶助費】

244,724 円
（6.8％）

貯金の取崩し
【繰入金】

321,815 円
（8.9％）

ローン返済
【公債費】

340,130 円
（9.4％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

318,772 円
（8.9％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

479,245 円
（13.3％）

貯金利子など
【雑入等】

79,294 円
（2.2％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

779,279 円
（21.7％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

1,738,113 円
（48.3％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

636,010 円
（17.7％）

銀行などからの借入
【町債】

265,585 円
（7.4％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

335,292 円
（9.3％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

245,884 円
（6.8％）

貯金など
【積立金・貸付金】

113,725 円
（3.2％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 6億5,424万6千円 6億628万5千円 国保世帯数▶ 831 世帯　被保険者数▶1,323人　

工場団地造成事業特別会計 174万3千円 53 万 2千円 造成地の草刈等維持経費等

宅地造成事業特別会計 155万9千円 102 万 2千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 3,549万6千円 3,537万3千円 排水人口▶497 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 6億614万2千円 5億2,413万2千円
要介護認定者数▶ 282 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 1,559 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 1,045 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億4,646万円 1億4,156万9千円 被保険者数▶ 1,183 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 106万4千円 10万1千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 27区画

水  道  事  業  会  計
収益的収入 資本的支出 給水世帯数▶ 1,942 件　人口▶ 5,238 人　

給水普及率▶ 92.6％1億3,550万9千円 2億 3,366万円

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
令和元年 令和２年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 2 1 2 0
税　　務 3 3 0
民　　生 1 0 1 0 0
衛　　生 5 5 0
農林水産 6 5 ▲ 1 異動による減
商　　工 1 1 0
土　　木 2 3 1 土木一般採用による増
小　　計 4 0 4 0 0

特別行政
部　　門

教　　育 1 2 1 3 1 幼稚園採用による増

小　　計 1 2 1 3 1

公営企業等
会計部門

水　　道 1 1 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 4 3 ▲1 異動による減

小　　計 5 4 ▲1

合　　計
57

［75］
57

［75］
0

［0］

24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 令和２年

一般行政 職員数 51 50 49 52 54 51 55 52 53

公営企業等 職員数 8 9 9 8 8 8 6 5 4

計 職員数 59 59 58 60 62 59 61 57 57

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分

■職員の分限及び懲戒処分の状況（令和２年度）

町の財政（令和元年度一般会計決算）を
年収３６０万円家庭の家計簿に置き換えると

令和元年度特別会計決算
■みなさんの生活に直結した事業を特別会計・企業会計で行っています

■部門別職員数の状況と主な増減理由（令和２年 4月 1日現在）

職員の任免及び職員数に関する状況
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区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 8人
その他の研修 0人

計 8人

■職員の研修の状況（令和元年度）

区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 令和元年度支給割合

  ６月期　 1.50月
12月期　 1.55月

計 3.05月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

■特別職の報酬等の状況（令和 2年 4月 1日現在）

令和元年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.275月
2.55月

6月 0.925月
1.90月

12月 1.275月 12月 0.975月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

■期末手当・勤勉手当（令和元年度）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 10人 19.2％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 17人 32.7％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 3人 7.0％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 7人 13.5％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 10人 19.2％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 5人 8.4％

合計 52人 100％

■一般行政職の級別職員数の状況（令和 2年 4月 1日現在）＊指導主事除く

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 186,500 円 199,800 円
高校卒 153,900 円 163,800 円

■職員の初任給の状況（令和 2年 4月 1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39.00歳 285,292円 354,945円

■職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和 2年 4月 1日現在）

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

令和元年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

令和2年度 54人 1億 9,378万 3千円 3,833万 7千円 9,299万円 3億 2,511万円 602万 1千円 565万 3千円

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 住民基本台帳人口
（平成30年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

平成30年度の人件費率

令和元年度 令和2年 3月 31日現在
5,657人 41億 8,626万 3千円 2億 7,260万 5千円 4億 9,503万 8千円 11.08％ 11.08％

■人件費の状況（普通会計決算）

職員の給与の状況

鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

鈴木修宏
白河消防本部

高橋竜一
矢祭町役場

檜山侑那
学法石川高校２年

本多悠夢
日大東北高校２年

尾亦遥斗
矢祭中学校３年

鈴木勇史郎
矢祭中学校３年

緑川侑真
矢祭中学校３年

篠田日向
石川義塾中学校２年

森本紗々加
矢祭中学校２年

本多涼介
矢祭中学校２年

藤井丈一郎
藤井工業

ふくしま駅伝矢祭町チーム選手紹介　
【令和２年 11月 15 日（日）午前 10時 00 分　開成山陸上競技場　START】

県
庁
ま
で
の
９
区
間
を
14
選
手
で
挑
む

　

今
大
会
で
32
回
目
を
迎
え
る

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）。

今
年
で
31
回
目
の
エ
ン
ト
リ
ー

と
な
る
矢
祭
町
チ
ー
ム
の
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
・
実
行
委
員
は
、

11
月
15
日
（
日
）
の
大
会
本
番

に
向
け
て
学
校
や
仕
事
の
後
に

集
ま
り
、
矢
祭
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
ロ
ー
ド
な
ど
で
の
厳
し

い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
規

模
が
縮
小
さ
れ
て
の
開
催
。
こ

れ
に
よ
っ
て
県
外
在
住
の
ふ
る

さ
と
選
手
が
出
場
不
可
能
な
状

況
の
中
、
彼
ら
を
含
む
先
輩
選

手
の
想
い
と
こ
れ
ま
で
の
伝

統
、
そ
し
て
矢
祭
町
の
名
を
背

負
い
、
例
年
の
16
区
間
か
ら
９

区
間
と
な
っ
た
コ
ー
ス
を
14
人

の
選
手
で
挑
み
ま
す
。

　

今
大
会
も
目
指
す
は
町
の
部

入
賞
。
故
郷
の
誇
り
と
チ
ー
ム

の
伝
統
を
胸
に
、
県
庁
へ
の
道

を
全
力
で
駆
け
抜
け
、
１
本

の
襷
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、

応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
。

石井洸次郎
矢祭中学校１年

区 距離 性別 区分 区間

1 4.7㎞ 女子 開成山陸上競技場～郡山北工業高校
2 3.0㎞ 男子 中学生 郡山北工業高校～こどものもり公園入口
3 9.3㎞ 男子 こどものもり公園入口～白岩屋商店前
4 3.9㎞ 男子 中学生 白岩屋商店前～大玉村・イイジマ前
5 7.0㎞ 男子 イイジマ前～二本松市役所
6 4.8㎞ 男子 二本松市役所～二本松市安達支所前
7 5.7㎞ 男子 二本松市安達支所前～松陵中学校前
8 3.4㎞ 女子 中学生 松陵中学校前～福島大学入口
9 8.4㎞ 男子 福島大学入口～県庁前



PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
25歳。福島県富岡町出身。
前職は大学生。趣味は犬の散
歩をすること。担当業務はラ
ズベリー新興

PROFILE
大塚直樹【おおつかなおき】
27歳。福島県いわき市出身。
前職は原発作業員。趣味は
パソコン、料理、買い物、読書。
担当業務はラズベリー新興

14

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.37

どこの家にもありそうな植木鉢

こ
ん
に
ち
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
山
で

す
。
同
じ
協
力
隊
の
佐
瀬
さ
ん

は
約
１
か
月
間
、
内
川
地
区
の

稲
刈
り
の
お
手
伝
い
に
、
井
上

さ
ん
は
色
々
な
デ
ザ
イ
ン
依
頼

へ
の
対
応
、
近
藤
さ
ん
は
矢
祭

の
未
来
に
向
け
て
、町
と
町
民
、

我
々
協
力
隊
、
さ
ら
に
他
地
域

の
方
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
活

動
を
し
て
い
た
の
で
、
今
月
も

私
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
９
〜
10
月
の
間
に
２

つ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
町

が
後
援
す
る
「
矢
祭
山
ハ
イ
キ

ン
グ
教
室
」
と
「
滝
川
渓
谷
ハ

イ
キ
ン
グ
」で
す
。町
民
の
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
健

康
を
促
進
さ
せ
、「
町
内
に
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
所
が
あ
る
ん

だ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
、
と
て
も
よ
い
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
念
入
り
に
下
準
備
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
お
か
げ
で
、

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
矢
祭
山
に
登
れ
て

と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
、
長
年

町
内
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
仰
っ
て
い
た
よ
う
に
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
地
元
に

あ
る
良
い
も
の
を
見
落
と
し
が

ち
な
の
は
常
で
す
が
（
灯
台
下

暗
し
で
す
ね
）、
こ
の
よ
う
な

時
代
に
こ
そ
改
め
て
、
身
近
に

あ
る
も
の
や
田
舎
（
日
本
の
原

風
景
）
の
良
さ
を
再
認
識
す
る

き
っ
か
け
を
作
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
近
偶
然
に
も
、「
矢
祭
山

に
初
め
て
登
っ
た
」、「
滝
川
渓

谷
に
登
っ
た
こ
と
が
な
い
」、

「
檜
山
に
登
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
お
話
を
町
民
の
方
か
ら

聞
く
こ
と
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

因
み
に
私
は
着
任
半
年
で
、

矢
祭
山
に
３
回
、
檜
山
を
別
ル

ー
ト
で
２
回
登
り
、
滝
川
渓
谷

を
３
往
復
し
、
友
情
の
森
で
テ

ン
ト
泊
も
し
ま
し
た
。
外
か
ら

来
た
人
間
に
と
っ
て
大
変
魅
力

あ
る
所
で
す
。
今
度
は
佳
老
山

に
登
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

ROFILE
72歳。静岡県浜松市出身。前職は書道用品店経営。音楽鑑賞とお茶が趣味。担当業務は町
文化財振興。

PROFILE
近藤秋子
【こんどうあきこ】
31歳。埼玉県松伏町出身。
前職は鉄道会社勤務。趣
味は旅行、スキー、映画、
　読書。担当業務はゲス
　トハウスプロジェクト。

こ
ん
に
ち
は
大
和
田
で
す
。

　

食
欲
の
秋
、
と
い
い
ま
す
が
山
に
は

あ
ま
り
食
糧
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
ま
た
イ
ノ
シ
シ
が
畑
に
も
自
宅

の
庭
に
も
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
幸
い
ラ
ズ
ベ
リ
ー
に
は
興
味
が
な

い
よ
う
で
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ

の
被
害
が
出
な
い
か
少
し
不
安
な
状
況

で
す
。

さ
て
、
10
月
も
販
売
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
試
食
が
禁

止
さ
れ
て
い
る

中
、
新
し
い
も

の
を
売
る
の
は

簡
単
で
は
な
い

で
す
ね
。

11
月
中
に
も

３
件
ほ
ど
出
店

を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
今

回
の
反
省
を
活

か
し
て
、
コ
ロ

ナ
時
代
に
対
応

し
た
販
売
方
法

を
見
つ
け
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

ラズベリープロジェクト

ROFILE
佐瀬和宏【させかずひろ】
28歳。千葉県東金市出身。
前職は農協職員。車中泊・
旅が趣味。担当業務はゲス
トハウスプロジェクト。

ROFILE
影山陽一
【かげやまよういち】
49歳。宮城県仙台市出
身。前職はPCエンジ
ニア、ブライダル音響。
担当業務はゲストハウ
スプロジェクト。

川瀬孝之
【かわせたかゆき】

15

左▶９月 27 日（日）に開催された矢祭山ハイキング教室。／右▶ 10 月３日（日）に行われた滝川渓谷ハイキング。

PROFILE
井上恵
【いのうえめぐみ】
38歳。福岡県出身。
前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、
歩くこと。担当業務
はゲストハウスプロ
ジェクト。

植木鉢などは量販店で安く売っています。外に出しっぱなしで、よく
他の物とぶつけます。こうしたものは特別なものでなくていいのです。
この鉢はもしかしたら１００年ほど前に矢祭町手元で陶工六之助によっ
て作られたものかもしれません。これからあれこれ比較しながら調べな
くてはなりません。
　当時も特別高く売られたものではありません。ありふれたものです。
しかし素晴らしい工芸品だと思います。この陶工の体に染み込んだ技術
と、目にしっかりと焼き付いている美しいもの、それがこの人の手によってこうして現れ出てきます。

　せっかく大切に使っているものを取り上げてしまって、綺麗に洗って
もらい、お立ち台のステージへ上がってもらおうと思いました。実現し
たら次回にでもご覧いただきましょう。バエる（映える）くらいではあ
りません。きっととんでもなく、バケる（化ける）ことでしょう。
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pickup
topics

　

令
和
２
年
10
月
９
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
杯

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

体
育
館
で
『
レ
ッ
ツ
ジ
ャ
ン
プ
』『
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』『
全
員
リ
レ
ー
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
17
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
矢
祭
中
学
校「
並
木
丘
祭（
文

化
祭
）」で
は
、第
Ⅰ
部
学
習
発
表（
若

杉
学
級
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、

青
空
ク
ラ
ブ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
）、

第
Ⅱ
部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
各
ク
ラ

ス
ご
と
）、
第
Ⅲ
部
有
志
発
表
（
全

３
組
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
両
日
と
も
に

規
模
の
縮
小
と
入
場
制
限
が
さ
れ
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ

ス
の
絆
や
中
学
生
た
ち
が
団
結
し
て

一
つ
の
目
標
に
臨
む
姿
に
、
来
場
者

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」・

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

yam
atsuri  Junior  high  school

１．並木丘祭のラストを飾ったサッカー部によるAKB48のダンス（有志発表）／２．有志発表でNiziU のダンスを披
露する女子（３年生）／３．クラスの心を一つに挑んだ「レッツジャンプ」（２年生）／４．素晴らしい歌声が響き渡
った「合唱コンクール」（３年生）／５．「バスケットボール」で白熱した試合を見せる女子（３年生）／６．体育館内
に展示された生徒の作品を見学する来場者／７．「全員リレー」でゴールを喜ぶ生徒たち（３年生）

２

5

7

1

4

6

3

１０月２日（金）、故鈴木幹男さんの
ご遺志により、妻礼子さんと三男厚志さ
んが来庁され、町教育行政のためにと
１００万円を寄付しました。

▶故鈴木幹男さんの遺志により

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

１０月９日（金）、常陸太田市にある
藤井病院の藤井俊宥院長（戸塚出身）ご
家族より、通算１２回目となる２５０万
円のふるさと納税をいただきました。

▶通算１２回目の納税に感謝

１０月７日（水）、故金澤靖さんのご遺
志により、金澤博信さんが来庁され、矢
祭町ふるさと人づくり基金と社会福祉協
議会にそれぞれ１０万円を寄付しました。

▶故金澤靖さんの遺志により

１０月２日（金）、故高信眞琴さんの
ご遺志により、高信昌郎さんが来庁され、
矢祭町ふるさと人づくり基金と社会福祉
協議会にそれぞれ５万円を寄付しました。

▶故高信眞琴さんの遺志により

10
月
15
日
（
木
）、
若
鮎
チ
ャ
レ

ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
激
励
金
交
付
式

が
町
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
東
北

大
会
出
場
を
果
た
し
た
５
人
の
高
校

生
に
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
左
記
参
照
）

【
水
泳
】

藤
井
伶れ
い
や哉
（
日
大
東
北
２
年
）

本
多
成せ
い
し
ゅ
う
舟
（
白
河
実
業
１
年
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

金
川
朋と
も
や哉
（
学
法
石
川
２
年
）

山
田
彩あ

ゆ

み
友
美
（
学
法
石
川
１
年
）

鈴
木
大だ

い
こ
う輝

（
学
法
石
川
１
年
）

追
善
寄
附
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ

激
励
金
交
付
式

▲激励金を交付された藤井くん（中央）と本多くん
（右）。金川くん、山田さん、鈴木くんは欠席。
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

「第 12 回手づくり絵本コンクール」にご
応募いただき、ありがとうございました！

ご応募いただいた作品は、
北海道から沖縄まで全国各地
から一般の部 110点、家族の
部 141点が寄せられ、過去最
多の作品数となりました。
図書館では、第 12 回手づ

くり絵本コンクールに寄せら
れた、すべての応募作品を展
示しています。ぜひ、ご覧く
ださい。（休館日を除く、図書
館開館時間（午前 9時 30 分
～午後６時）内、12月 10日
（木）まで展示）

ＰＩＣＫ　ＵＰ

まちの駅で作品を展示しませんか？

作品展示スペースができました！
みなさんの取組みや作品の展示・発表
の場としてご自由にお使いください。

■休憩スペース（無料）
ちょっとした休憩やトイレ、フリー

Wi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料
提供、地域情報の案内、もったいない
文庫の取り扱いも行っています。
また、６月に駅内の模様替えをし、休
憩スペースが広くなりました。地域の
方の手作り品なども展示しています。

■「買ってくっぺ便」のご相談承り中
買い物の注文・配達サービスを行っ

ております。生活用品、お菓子、調味
料など一品からでも注文OK！
お正月飾りのしめ縄はまちの駅で手

に取ってご覧いただけます。
詳細については、下記をご覧くださ

い。
ＨＰ

Facebook

【今月の休館日】
毎週月曜日（23日（勤労感謝の日）は開館）

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

「矢祭子ども司書おはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
１１月１５日（日）午後２時～午後３時
▶矢祭子ども司書講座受講生による、おはなしかいです。ミニ工作は、「消しゴムでらっ
かんをつくろう」を予定しています。

「大人のためのおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
１１月１９日（木）午前 10時～午前 11時
▶静かな図書館で、読書を楽しんでみませんか。

【11月のイベント】

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町
民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
②電話（平日：9時～ 16 時）・FAX・メールで注文する
③まちの駅職員が地元商店から代わりに購入
④商品を受け取る（平日：9時～ 11 時までのご注文は
14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅での
受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
☎：0247-57-5659
FAX：0247-57-5660
mail：kattekuppe@yahoo.co.jpp

　まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当し
ている佐川です。
　今月のおすすめ商品は、滝川の里の揚げそばまんじ
ゅうと、矢祭在住の高澤金次さんが作るしめ縄です。
どちらもこの冬にぴったりの商品となっております。
ご注文お待ちしております。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

ひ
や
お
ろ
し
久
し
き
友
に
初
し
ぼ
り

滝た
き
し
ぶ
き

飛
沫
微
笑
む
乙
女
秋
半
ば

大
森　

泰
幸

ダ
ッ
シ
ュ
せ
ば
凡
脳
阻は

ば

む
く
も
の
糸

沈
み
行
く
晩
秋
の
陽
と
交
わ
す
酒

鈴
木　

良
夫

菊
の
香
や
家
守
り
た
る
母
の
影

晩
年
や
思
い
は
里
の
百
匁
柿

金
沢　

タ
ツ

曼
珠
沙
華
思
い
の
た
け
を
咲
き
つ
く
す

引
き
出
し
の
中
の
秘
め
ご
と
秋
扇

松
本
志
津
子

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
十
月
詠
草

庭
先
に
淡
紫
の
サ
フ
ラ
ン
が

秋
の
陽
を
受
け
花
盛
り
な
り

星　
　

初
枝

日
暮
れ
ど
き
西
へ
飛
び
ゆ
く
カ
ラ
ス
が
三
羽

あ
れ
は
親
子
か
兄
弟
な
の
か

佐
藤
ミ
サ
子

実
り
た
る
稲
田
の
上
を
乱
舞
し
て

燕
群
れ
な
し
旅
立
ち
近
し

齋
藤　

𠮷
民

夏
さ
な
か
バ
イ
パ
ス
工
事
の
重
機
音

単
調
な
る
も
日
毎
親
し
む

片
野　

税
子

裏
庭
に
今
年
も
咲
き
し
秋
海
棠

愁
い
お
び
お
り
風
に
揺
ら
ぎ
て片

野　

盛
好

う
っ
す
ら
と
香
り
漂
い
木
犀
が

庭
の
片
隅
に
花
開
き
お
り

松
本　

義
勝

夕
空
の
茜
に
染
ま
る
神
秘
さ
よ

今
日
あ
る
命
の
尊
さ
お
も
う

深
谷　

絹
子

裏
山
の
陰
よ
り
出
で
し
満
月
に

手
を
合
わ
せ
つ
つ
静
か
に
仰
ぐ佐

川　

文
江

「あかちゃんおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
１２月３日（木）午前 10時～午前 11時 30分
▶３歳までの乳幼児と、そのご家族のためのおはなし会です。

「プレママ・プレパパおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
１２月３日（木）午後２時～午後３時
▶妊娠している方、パートナー、ご家族の方にむけて、「おはなしかい」を開催します。
赤ちゃんに出会うまでの時間を、図書館でゆっくりとすごしてみませんか。

【12 月のイベント】
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メッセージ

from結婚支援室（76）

message 現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
各
地
域

で
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
さ
れ
な

い
状
況
や
人
と
人
と
が
会
う
機
会
を

避
け
る
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
結
婚

の
た
め
の
出
会
い
は
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
婚
活
が

で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出

会
う
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
も
大

事
な
婚
活
で
あ
る
と
、
婚
活
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
中
瀬
明
美
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

先
日
開
催
さ
れ
た
相
談
会
で
は
、

自
分
の
容
姿
に
自
信
が
持
て
な
い
と

い
う
相
談
者
に
「
自
分
が
思
っ
て
い

る
ほ
ど
相
手
は
悪
く
思
っ
て
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
世
の
中
を
見
れ
ば
容

姿
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
自
信
を
持
つ
そ

の
こ
と
が
素
敵
な
姿
に
な
る
第
一

歩
」
で
あ
る
。　

ま
た
、「
ま
ず
は

良
い
こ
と
を
し
な
さ
い
。
良
い
こ
と

を
す
る
と
人
は
自
然
に
寄
っ
て
く

る
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。『
良
い
こ
と
を
す
る
』
何
気
な

い
言
葉
で
す
が
、
人
や
社
会
の
た
め

に
す
る
行
為
に
見
え
て
実
は
自
分
磨

き
を
し
て
い
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

相
談
会
で
内
容
を
全
部
解
決
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
や
自

分
の
話
を
す
る
こ
と
で
自
身
の
結
婚

に
対
す
る
想
い
が
強
く
な
っ
た
り
方

向
性
が
見
え
た
り
す
る
方
が
い
ま

す
。
結
婚
支
援
室
ス
タ
ッ
フ
と
直
接

会
う
こ
と
も
お
相
手
紹
介
の
近
道
に

な
り
ま
す
。

　

結
婚
に
対
す
る
悩
み
が
あ
る
方
は

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

　　「結婚相談会」（隔月開催）

日時　12 月 26 日（土）
　　　午前 10 時～正午
　　　午後１時～午後３時
内容　結婚に関する相談
講師　婚活プロデューサー中瀬明美

詳しくは、結婚支援室（☎ 46-4884）
までお電話下さい。

結婚相談室からのお知らせ

所在地▶大字内川字矢祭（矢祭山公園内）

先人が詠う矢祭山の風景①
歌人の歌碑

矢祭祭
遺産遺産

－No.9 －

　「矢祭山公園」は、県立公園として整備され
る以前から、その風光明媚な自然の景観を保っ
ており、古来から伝承や書物等によって、その
素晴らしさが伝えられてきました。
紅葉の季節に見える木々の色と清らかな久慈

川、連なる奇々怪石。この雄大な景色が、古来
より悠久の時を刻み、今に変わらずここにある
ことを思えば、自然の偉大さや、古の人々と風
景を共有するかのような感覚を感じることもで
きます。
公園内には、矢祭山の景観を詠った、歌人の

歌碑が置かれています。矢祭山保勝会により、
大正年代から建立されたものです。

百人一首や新古今和歌集で名の知られる中世
の歌人「西行法師」の歌『心ある 人に見せば
やみちのくの 矢祭山の秋のけしきを』
水戸藩主の徳川 ( 水戸 ) 光圀の歌『見ぬ人に

なにと語らんみちのくの 矢祭山の秋の夕ぐれ』
明治時代に宮廷歌人として活躍した「阪正臣」
の歌『四方八方に 其名の高くひびくまで 久し
きけしきは久慈の山川』
それぞれの歌は矢祭山の秋の景色、夕暮れ時

の美しさ・景観の希覯さを詠んでおり、また古
くから矢祭山が名高い名所であった様子が窺え
ます。

行    政
N A V I

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
２
年
中
（
令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
12
月
31
日
）
に
納
め
ら
れ

た
保
険
料
の
全
額
で
す
。（
令
和
２
年

中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

表
１
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の

国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険

料
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て
も

有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０

０
４

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和２年度矢祭小学校駐車場整備
工事

令和２年
７月 28 日

（2,557,500 円）
2,519,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田　昌弘

東　舘　字
反 田 地 内

令和２年８月１日～
令和３年３月 31 日

令和２年度矢祭町ふれあい広場テ
ニスコート砂入り人工芝張替工事

令和２年
９月 30 日

（8,712,000 円）
8,250,000 円

野内商事（株）
代表取締役　野内　忠勝

東　舘　字
蔵屋敷地内

令和 2年 10 月 1日～
令和３年３月 31 日

令和２年度ユーパル矢祭エレベ
ーター（２号機）制御盤修繕工事

令和２年
10 月 13 日

（17,543,900 円）
17,380,000 円

陰山建設（株）
代表取締役　陰山　正弘

東　舘　字
蔵屋敷地内

令和 2年 10 月 13 日～
令和３年 3月 31 日

令和２年度上川原地内配水管布
設替工事

令和２年
10 月 13 日

（21,063,900 円）
20,790,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

中 石 井 字
上川原地内

令和 2年 10 月 13 日～
令和３年 3月 31 日

令和２年度やまつりこども園木
製デッキ塗装工事

令和２年
10 月 13 日

（2,191,200 円）
1,980,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　内藤　勇雄

東　舘　字
柳 町 地 内

令和２年 10 月 13 日～
令和３年１月７日

令和２年度矢祭中学校校舎バルコ
ニー防水・内装修繕工事

令和２年
10 月 13 日

（2,303,400 円）
2,090,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　内藤　勇雄

東　舘　字
大 寄 地 内

令和２年 10 月 13 日～
令和３年１月７日

令和２年度矢祭中学校防火設備
改修工事

令和２年
10 月 13 日

（4,934,600 円）
4,840,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　内藤　勇雄

東　舘　字
大 寄 地 内

令和２年 10 月 13 日～
令和３年１月７日

令和元年度林業専用道戸塚線開
設２期工事

令和２年
10 月 19 日

（49,570,400 円）
46,200,000 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

戸　塚　字
戸 塚 地 内 外

令和２年 10 月 19 日～
令和３年３月 31 日

入
札
結
果

発送時期 対象者

令和２年
11月上旬

令和２年１月１日～令和２年９月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付された方

令和３年
２月上旬

令和２年 10 月１日～令和２年 12 月 31 日
までの間に国民年金保険料を納付された方

＊令和２年１月１日から令和２年９月 30 日
　までの間に国民年金保険料を納付された方
　を除く

表１．社会保険料控除証明書発送時期
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１０月１６日（金）、矢祭町防犯協会東舘支部・石
井支部・矢祭支部の合同による防犯パレードが実施
されました。パレードは矢祭中学校から矢祭小学校
までのルートで進み、矢祭小学校鼓笛隊の演奏とと
もに町、防犯協会３支部、棚倉警察署関係者が防犯
意識の向上を呼びかけました。

９月２９日（火）、 川村鹿角平観光牧場で「奥久
慈街道」認定式が行われました。東白川地方を周遊
するサイクリングコース（約７５㎞）である同街道は、
国土交通省が認定する自転車のモデルルートに選ば
れるとともに、観光庁が開設した研究所からも優れ
たモデルコースとして認定されました。

１０月１３日（火）、町長室において前町社会教
育委員である芳賀輝夫さんへの福島県市町村社会教
育委員連絡協議会表彰伝達式が行われました。芳賀
さんは平成２６年度～令和３年度までの３期６年に
わたり、社会教育の振興や地域社会の発展のために
尽力された功績により今回の受賞となりました。

自転車のモデルルートに選定
▶「奥久慈街道」認定式

「みんなでつくろう安心の街」
▶防犯協会３支部合同防犯パレード

社会教育振興等への貢献により受賞
▶県市町村社会教育委員連絡協議会表彰伝達式

１０月２０日（火）、令和２年度高齢者町長慰問
が行われました。町長が各地域の民生委員や社会福
祉協議会の職員とともに７５歳以上１人暮らし高齢
者、寝たきりの高齢者、９０歳以上となった高齢者
を対象に２６１軒の高齢者宅を訪れ、慰問金を手渡
しました。（写真は東舘在住の務川泰子さん宅）

これからも末永くお元気で
▶高齢者町長慰問

こんにゃくいも堀り、調理等を体験
▶矢祭の名産「こんにゃく」のこともっと知ろう2020

１０月２５日（日）、一般財団法人ニワトコ主催
の「矢祭の名産『こんにゃく』のこともっと知ろう
２０２０」が山野井地内のこんにゃく畑等で開催さ
れました。子どもから大人まで約２０人が参加し、
こんやくいも堀りやこんにゃく工場見学、こんにゃ
く料理作りに挑戦し、地域の食文化を学びました。

初戦で湯川村と対戦し熱戦繰り広げる
▶第７回市町村対抗福島県ソフトボール大会

１０月１７日（土）、相馬光陽ソフトボール場で
開催された第７回市町村対抗福島県ソフトボール大
会に矢祭町チーム（監督・コーチ３人、スタッフ２
人、選手２４人）が出場し、１回戦で湯川村と対戦。
チーム一丸となって熱戦を繰り広げましたが、惜し
くも敗れました。

１０月１９日（月）、町長室にて故鈴木幹男さん
への叙勲受章伝達式が行われました。鈴木さんは、
矢祭中学校長や棚倉中学校長を歴任し、退職後には
町教育委員として尽力された功績により天皇陛下か
ら「正六位」の叙位と「瑞宝双光章」の賞状及び勲
章を送られ、佐川町長からご家族に伝達されました。

教育功労により「瑞宝双光章」を受章
▶叙勲受章伝達式
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第６回定例会
９月７日～１１日

令
和
元
年
度
全
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
意

見
書
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
で
、
議
員
８
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
日
目

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
５

日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
、
令
和
元
年
度
水
道

事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
令

和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
度
決
算
審
査
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３

条
第
２
項
及
び
同
法
第
２
４
１

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
町

長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
令
和

元
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
外
７

特
別
会
計
の
決
算
並
び
に
諸
帳

簿
、
証
書
類
及
び
各
基
金
の
運

用
状
況
に
つ
い
て
、
鈴
木
邦
美
、

鈴
木
一
監
査
委
員
が
、
去
る
８
月

４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間
に

わ
た
り
、
決
算
資
料
あ
る
い
は

毎
月
行
っ
て
い
る
例
月
出
納
検

査
の
資
料
を
参
考
に
、
ま
た
必

要
に
応
じ
て
は
関
係
者
の
説
明

を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
各
会
計
と
も
計

数
等
に
誤
り
は
な
く
、
正
確
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
適
正
な
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且
つ
効

率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
22
日
、
地

方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
令
和
元
年
度
矢

祭
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
報
告
書
、
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
、
付
属
書

類
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る
例

月
出
納
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

ま
た
必
要
に
応
じ
て
は
関
係
者

の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に

審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
計
数
等

は
正
確
で
あ
り
、
事
業
の
経
営

成
績
及
び
財
政
状
態
が
適
正
に

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
は
46
億
７
，

３
７
０
万
１
，
８
４
３
円
と
な

り
、
予
算
現
額
に
対
し
て
６
億

２
，
３
２
５
万
１
，
１
５
７
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出

決
算
額
は
41
億
８
，
６
２
６
万

３
，
３
６
９
円
と
な
り
、
予
算

現
額
に
対
し
て
11
億
１
，
０
６

８
万
９
，
６
３
１
円
の
不
用
額

が
生
じ
、
こ
の
内
７
億
１
，
０

６
９
万
３
，
５
６
６
円
が
繰
越

明
許
費
と
な
っ
て
お
り
、
実
質

的
な
不
用
額
は
３
億
９
，
９
９

９
万
６
，
０
６
５
円
と
な
り
ま

す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
令
和
元
年
度
末
現
在

に
お
い
て
８
，
３
８
５
万
７
，

４
８
２
円
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
収
納
率

が
０
・
４
％
低
下
し
て
い
る
の

で
、
初
期
段
階
で
の
迅
速
な
対

応
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
な
ど

し
て
、
新
た
な
未
収
金
の
発
生

を
防
ぎ
、
早
急
に
実
効
性
の
あ

る
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
本
年
度
の

実
質
収
支
額
は
２
億
７
，
２
６
０

万
５
千
円
で
、
前
年
度
の
実
質

収
支
額
を
差
し
引
き
ま
す
と

単
年
度
収
支
額
は
マ
イ
ナ
ス

１
億
８
９
６
万
１
千
円
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
基
金
積
立
金

１
億
２
，
１
２
２
万
５
千
円
を

加
え
、
基
金
取
り
崩
し
額
４
億

１
，
５
２
０
万
円
を
差
し
引
き

ま
す
と
実
質
単
年
度
収
支
額
は

４
億
２
９
３
万
６
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
令
和
元
年

度
の
積
立
額
は
26
万
７
，
０
２
３

円
、
取
り
崩
し
額
は
３
億
９
，

０
０
０
万
円
で
す
の
で
、
令
和

元
年
度
末
現
在
高
は
15
億
３
，

７
４
１
万
９
，
４
５
７
円
と
な

り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
度
発
行
額
は
３
億
４
，
４
７
９

万
６
千
円
で
償
還
額
が
３
億
７
，

８
９
３
万
８
千
円
で
あ
り
、
残

高
は
52
億
９
８
３
万
５
千
円
と

な
り
、
前
年
度
末
よ
り
も
３
，

４
１
４
万
２
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞
納

額
）
は
、
昨
年
度
よ
り
２
１
５
万

７
，
８
３
９
円
減
額
と
な
り

８
，
８
７
９
万
５
，
４
５
１
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
事

業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
上
か

ら
も
、未
収
入
額
の
徴
収
に
は
、

な
お
、
一
層
の
努
力
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
外

６
特
別
会
計
は
、
一
部
の
会
計

に
お
い
て
は
、収
入
未
済
額（
滞

納
額
）
が
生
じ
て
お
り
、
徴
収

に
一
層
の
努
力
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
剰

余
金
が
生
じ
て
決
算
を
了
し
、

関
係
諸
帳
簿
・
証
書
類
等
の
整

理
・
保
管
に
つ
い
て
は
良
好
な

状
態
に
あ
り
ま
す
。
基
金
に
つ

い
て
は
目
的
に
従
い
、
確
実
か

つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で

は
、
毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

の
決
算
で
は
、
実
質
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤

字
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

営
業
収
益
は
７
，
１
６
３
万

３
，
９
８
０
円
で
、
営
業
費
用

が
１
億
６
４
６
万
５
，
０
１
３

円
と
な
り
、
営
業
面
に
お
い
て

は
３
，
４
８
３
万
１
，
０
３
３

円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
営
業
外
収
益
で
一

般
会
計
補
助
金
、
長
期
前
受

金
戻
入
、
雑
収
入
の
合
計
５
，

７
７
４
万
１
，
６
４
４
円
を
加

え
、
支
払
利
息
及
び
企
業
債
取

扱
諸
費
８
４
１
万
６
２
９
円
を

差
し
引
く
と
、
１
，
４
４
９
万

９
，
９
８
２
円
の
経
常
利
益
と

な
っ
て
お
り
、
当
年
度
純
利
益

も
同
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
使
用
料
の
未
収
金
（
滞

納
額
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
１
４
４
万
８
，

７
２
８
円
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
度
同
様
、
努
力
さ
れ

た
こ
と
が
伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
公
平
性
及
び
受
益

者
負
担
の
原
則
の
観
点
、ま
た
、

水
道
事
業
の
中
で
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
未
収
金

（
滞
納
額
）
の
回
収
に
は
、
更

な
る
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
末
残
高
は
６
億
４
，

４
２
８
万
６
８
０
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
来
の
目
的
で
あ
り

ま
す
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
推

進
す
る
た
め
、
中
長
期
的
か
つ

経
営
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

業
務
運
営
の
推
進
を
図
り
経
営

改
善
に
資
す
る
よ
う
、
な
お
一

層
の
努
力
を
要
望
し
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
要
旨
）

矢
祭
町
監
査
委
員

鈴　

木　

邦　

美

矢
祭
町
監
査
委
員

鈴　

木　
　
　

一

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定

第
１
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
２
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
認
定
第
３
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
４
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
５

号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
６
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定（
認
定
第
７
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
８
号
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
認
定
（
認
定
第
９
号
）

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
８

号
は
、
去
る
８
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
の
４
日
間
、
認
定
第
９

号
は
、
去
る
７
月
22
日
に
監
査

2425

財
政
健
全
化
判
断
比
率

決算審議の様子

特

別

会

計

一

般

会

計

決

算

認

定

報　

告

水
道
事
業
会
計



例
補
助
金
、
保
険
給
付
費
等
交

付
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
、
前

年
度
繰
越
金
の
増
額
、
歳
出
に

お
け
る
一
般
管
理
費
、
保
健
事

業
費
、
予
備
費
の
増
額
に
よ
る

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
60
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
介
護
給
付
費

負
担
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
、

前
年
度
繰
越
金
の
増
額
、
歳
出

に
お
け
る
一
般
管
理
費
、
地
域

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
、
国
庫
支
出
金
等
過
年
度

分
返
還
金
、
予
備
費
の
増
額
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
61
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る
一

般
会
計
操
出
金
、
予
備
費
の
増

額
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
62

号
）

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
、
営
業

費
用
の
茗
荷
浄
水
場
ろ
過
池
清

掃
作
業
手
数
料
、
道
路
舗
装
修

繕
工
事
、
超
過
勤
務
手
当
等
の

増
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
「
国
の
『
被
災
児
童
生
徒
就

学
支
援
等
事
業
』
の
継
続
と
、

被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

福
島
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

國　

分　

俊　

樹

紹
介
議
員　

郡　

司　

浩　

子

審
査
結
果　

採　

択

〇
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
で
発
生
し
た
放
射

能
汚
染
水（
ア
ル
プ
ス
処
理
水
）

の
海
洋
放
出
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
平
和
と
平
等
を

守
る
民
主
主
義
ア
ク
シ
ョ
ン
）

代　
　

表　

芦　

野　

大　

地

紹
介
議
員　

大　

森　

泰　

幸

審
査
結
果　

採　

択

◎
福
島
県
保
育
連
絡
会　

代
表

大
宮
勇
雄
様
よ
り
次
の
陳
情

が
あ
り
ま
し
た
。

○
保
育
所
等
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
わ
る
陳
情
書

町
の
福
祉
施
設
は
、
ほ
と

ん
ど
が
久
慈
川
と
同
じ
高
さ
に

あ
り
、
川
の
堤
防
決
壊
、
川
か

ら
の
逆
流
な
ど
に
よ
り
施
設
周

辺
ま
で
浸
水
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
園
周

辺
に
も
浸
水
す
る
恐
れ
も
懸
念

さ
れ
る
。
最
悪
の
事
態
も
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

町
長

　

施
設
も
避
難
訓
練
等
を
実
施

し
、
災
害
対
策
等
の
計
画
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
時

の
心
構
え
を
町
民
、
施
設
関
係

者
が
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
こ

と
で
、
生
命
の
明
暗
を
分
け
る

と
考
え
る
。

６
月
に
質
問
し
た
際
に
、

感
染
者
の
個
人
情
報
は
公
表
し

な
い
旨
の
回
答
だ
っ
た
が
、
あ

れ
か
ら
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
感
染
者
、
感
染

者
の
家
族
、
近
隣
の
住
民
の
生

活
保
護
の
た
め
に
町
が
で
き
る

こ
と
を
伺
う
。

町
長

誹
謗
中
傷
や
人
権
侵
害
、
そ

う
い
っ
た
も
の
に
も
し
っ
か
り

関
わ
っ
て
い
か
な
い
と
社
会
の

崩
壊
に
繋
が
っ
て
い
く
。ま
た
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
行
政
の
責

任
だ
と
思
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
誹
謗
中
傷
に
は
責
任
持
っ

て
対
応
し
た
い
。

夕
刊
に
よ
り
、
山
野
井
の

国
道
１
１
８
号
カ
ー
ブ
の
計
画

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た

答

問問

問

答

2627

委
員
の
審
査
に
付
し
ま
し
た
の

で
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し

て
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の

で
す
。

陳　

情

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
（
報
告
第
４
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
化

を
促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率

と
し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４

つ
の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
が
、
平
成
19
年

度
決
算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
を

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

同
法
第
３
条
第
１
項
及
び
第
22

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
８
号　

令
和
２
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
55
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
専
決
第
９
号　

令
和
２
年
度

矢
祭
町
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
56
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
企
業
立
地
の
促
進
等

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集

積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
（
議
案
第
57
号
）

　

こ
の
条
例
を
適
用
す
る
区
域

に
下
関
工
業
団
地
を
追
加
す
る

た
め
、
区
域
の
範
囲
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
58
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
減
収
補
て
ん

特
別
交
付
金
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補

助
金
、
公
立
学
校
情
報
機
器
整

備
費
補
助
金
、
森
林
環
境
交
付

金
、
矢
祭
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
附
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
繰
入
金
、
前
年
度

繰
越
金
、
農
山
漁
村
振
興
交
付

金
事
業
貸
付
金
償
還
金
、
教
育

費
債
、
農
林
水
産
業
費
債
等
の

増
額
、
消
防
費
債
の
減
額
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
一
般
職
員
の

給
与
及
び
手
当
等
、
減
債
基
金

積
立
金
、
障
が
い
者
自
立
支
援

費
に
お
け
る
国
県
支
出
金
等
返

還
金
、
農
山
漁
村
振
興
交
付
金

事
業
貸
付
金
、
森
林
整
備
基
本

方
針
策
定
に
係
る
業
務
委
託

料
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
に
伴
う
測
量
設
計
業
務
委

託
料
及
び
工
事
請
負
費
、
来
る

里
の
社
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
整

備
事
業
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
業
務
委
託
料
、
町

道
東
舘
・
追
分
線
内
の
国
有
林

野
貸
付
に
伴
う
測
量
設
計
業
務

委
託
料
、
避
難
所
で
使
用
す
る

物
品
保
管
用
防
災
倉
庫
購
入

費
、
教
育
バ
ス
購
入
費
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
工
事
の
た
め
の
設
計
業
務

委
託
料
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

購
入
費
、
予
備
費
の
増
額
に
よ

る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
59
号
）

歳
入
に
お
け
る
災
害
臨
時
特

請　

願
・
陳　

情

請　

願

藤井隆治議員

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
８
日
と
９
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

８
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

防
災
・
健
康
福
祉

・
土
木
・
産
業
行
政

質
問　

水
害
対
策
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
策
に
つ
い
て

質
問　

国
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

報　

告

条　

例

会　　計　　名 歳 入 額 歳 出 額

一 般 会 計 4,673,701,843 4,186,263,369

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 654,245,886 606,284,761

工 場団 地 造 成 事 業 1,742,603 532,200

宅 地 造 成 事 業 1,559,479 1,021,618

農業集落排水処理事業 35,496,280 35,372,999

介 護 保 険 606,141,611 524,132,472

後期高齢者医療保険 146,460,217 141,569,488

霊 園 事 業 1,063,913 101,122

水道事業会計
（収益的収支） 135,509,064 122,927,158

（資本的収支） 171,984,553 233,659,904

令和元年度 会計別決算状況
（単位：円）

　 基 金 名 　 令和元年度末現在高

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 1,537,419,457

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,893,228

矢 祭 町 減 債 基 金 368,789,332

矢祭町21・ふるさと人づくり基金 93,511,080

矢祭町ふるさとづくり基金 18,797,374

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,860

矢 祭 町 福 祉 基 金 464,561,655

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,393,878

矢祭町地域産業振興基金 300,313,408

矢 祭 町 学 校 基 金 15,543,410

矢 祭 町 髙 田 基 金 103,528,821

矢祭もったいない図書館基金 1,138,310

矢祭町公共施設等整備基金 500,036,107

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 5,569,000

合 計 3,519,558,920

令和２年度各会計別予算補正状況（９月第７回定例会）
（単位：千円）　

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 5,705,186 235,740 5,940,926

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 611,871 36,433 648,304
介 護 保 険 533,958 83,789 617,747
後期高齢者医療保険 145,821 4,790 150,611

水道事業 収益的支出 123,511 2,266 125,777

令和元年度　基金別決算状況
（単位：円）

補

正

予

算

専

決

処

分



は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま
た
、

子
供
た
ち
の
通
学
路
の
安
全
・

安
心
の
確
保
が
一
番
の
思
い
で

あ
る
の
で
、
住
民
の
生
活
の

安
定
の
た
め
に
も
行
政
と
し
て

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

拠
点
施
設
の
あ
り
方
と
し

て
、
道
の
駅
整
備
も
選
択
肢
の

１
つ
と
伺
っ
た
。
新
夢
想
橋
を

渡
っ
た
先
が
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

良
い
所
で
、
矢
祭
山
の
良
さ
を

実
感
で
き
る
限
ら
れ
た
候
補
地

と
感
じ
る
。
高
規
格
道
路
整
備

の
推
進
活
動
に
も
起
爆
剤
の
事

業
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

矢
祭
山
の
拠
点
施
設
の
整
備

構
想
は
、
高
規
格
道
路
と
兼
ね

た
１
つ
の
施
策
と
し
て
、
全
体

を
く
る
め
た
構
想
で
持
っ
て
い

き
た
い
。
矢
祭
山
と
道
の
駅
は

一
緒
に
と
は
ま
だ
考
え
て
い
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
意
見

を
捉
え
て
、
６
次
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

滝
川
渓
谷
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
か
ら
概
ね
20
年
ほ
ど

経
っ
た
と
思
う
が
、
観
光
客
数

の
動
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

事
業
課
長

　

年
間
２
万
人
が
訪
れ
る
矢
祭

町
が
誇
れ
る
観
光
エ
リ
ア
で
あ

る
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
利

用
者
は
２
、
６
５
０
人
と
な
っ

て
い
る
。

か
つ
て
、
大
垬
側
の
滝
川

渓
谷
の
遊
歩
道
入
口
か
ら
１
㎞

く
ら
い
ほ
ど
だ
っ
た
か
、
行
き

は
針
葉
樹
の
中
を
縫
っ
て
進

み
、
帰
り
は
高
台
の
広
葉
樹
群

の
中
を
抜
け
る
別
ル
ー
ト
の
遊

歩
道
整
備
を
熱
望
す
る
声
も

あ
っ
た
。
行
き
帰
り
の
コ
ー
ス

に
変
化
が
あ
る
こ
と
は
、
新
た

な
魅
力
、
楽
し
み
が
倍
増
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
地

調
査
を
し
て
は
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

事
業
課
長

　

遊
歩
道
の
途
中
に
は
、
鎖
を

伝
っ
て
上
り
下
り
す
る
箇
所
が

あ
り
、
危
険
防
止
の
た
め
迂
回

ル
ー
ト
の
検
討
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
滝
川
渓

谷
の
大
半
が
国
有
林
の
た
め
、

森
林
管
理
署
と
協
議
し
な
が
ら

観
光
客
が
安
全
に
歩
け
、
何
度

で
も
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
施
設

に
な
る
よ
う
、
構
想
計
画
を

練
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

　

今
後
、
駐
車
場
の
整
備
を
し

な
が
ら
、
滝
川
の
里
を
中
心
と

し
た
植
栽
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、

散
策
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
携
帯
基
地
局
の
早
期
設
置
が

望
ま
れ
て
い
る
。
観
光
地
と
し

て
の
充
実
を
図
り
、
大
手
３
社

の
設
置
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。町

民
福
祉
課
長

　

昨
年
６
月
に
、
馬
渡
戸
地
区

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
へ
携
帯

電
話
の
エ
リ
ア
整
備
の
要
望
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ａ
ｕ
が
手

を
挙
げ
た
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
今
年
度
に
入
り
、
携
帯
基

地
設
置
工
事
の
た
め
の
設
計
管

理
委
託
業
務
を
発
注
し
た
。
設

計
が
終
わ
り
次
第
工
事
を
発
注

し
、
今
年
度
中
に
ａ
ｕ
の
携
帯

基
地
局
設
置
が
完
了
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
地
域
防
災
計
画
策

定
中
で
あ
る
が
、
新
た
に
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
安
全
、

安
心
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
難
し
い
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
対

応
を
に
ら
ん
だ
避
難
所
の
数
、

避
難
所
内
に
お
け
る
環
境
面
の

対
策
等
を
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

町
内
の
指
定
の
避
難
所
は
18

か
所
で
あ
る
。
感
染
対
策
と
し

て
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
や
手
洗

い
石
鹸
な
ど
を
用
意
し
て
、
手

洗
い
、
検
温
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対
策
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な

換
気
、
段
ボ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
仕
切
り
、
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

様
々
な
対
策
を
講
じ
ら
れ

る
避
難
所
の
数
が
18
か
所
と
い

う
こ
と
な
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

18
か
所
あ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
し
て

開
設
で
き
る
の
は
２
か
所
か
３

か
所
か
と
考
え
て
い
る
。

避
難
者
数
の
想
定
は
難
し

い
が
、
そ
の
中
に
は
発
熱
な
ど

の
体
調
不
良
者
、
高
齢
者
も
相

当
数
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
一
人

の
避
難
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職

員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
で
あ

り
、
外
部
団
体
へ
の
支
援
を
見

込
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。町

民
福
祉
課
長

　

外
部
の
方
に
お
願
い
す
る
の

は
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
つ
い

て
は
避
難
所
の
配
置
、
災
害
現

場
の
確
認
、
役
場
で
の
災
害
等

の
案
内
や
通
常
業
務
が
あ
る
の

で
、
避
難
所
に
行
く
方
で
で
き

る
こ
と
は
そ
の
方
に
や
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
協
力
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
期
に
向
か
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
判

別
し
に
く
い
こ
と
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
が
、
現
状
と
今
期
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

１
歳
か
ら
12
歳
は
２
千
円
の

助
成
が
２
回
、
13
歳
か
ら
18

歳
と
65
歳
以
上
の
方
は
２
千
円

の
助
成
が
１
回
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
は
高
齢
者
が
約
６
割
、

小
児
が
約
４
割
の
方
が
接
種
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
変

更
さ
れ
た
の
か
伺
う
。
ま
た
、

平
成
28
年
頃
の
説
明
会
で
は
、

土
地
の
買
収
が
済
ん
だ
と
こ
ろ

か
ら
部
分
的
に
始
め
て
、
平
成

32
年
に
は
開
通
す
る
予
定
で

あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

事
業
課
長

町
道
山
野
井
・
加
羅
沢
線

か
ら
大
子
沢
ま
で
の
区
間
、
約

４
０
０
ｍ
に
つ
い
て
、
道
路
線
形

を
西
側
に
シ
フ
ト
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。
県
に
よ
る
と
、

今
後
は
計
画
変
更
箇
所
の
測
量
、

設
計
、
用
地
調
査
を
行
い
、
早

期
完
成
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
い
く
と
の
回
答
で
あ
る
。
な
お
、

完
了
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

予
算
状
況
に
左
右
さ
れ
る
た
め

未
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

東
舘
地
区
の
懇
談
会
で
バ

イ
パ
ス
の
話
が
出
て
い
る
が
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
通
し
て
ほ

し
い
と
要
望
を
し
て
い
る
の

か
、
通
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話

だ
け
な
の
か
、
懇
談
会
で
の
内

容
を
伺
う
。

町
長

懇
談
会
で
は
、
国
道
１
１
８

号
の
大
型
車
の
通
行
に
よ
る
騒

音
の
問
題
や
早
急
に
バ
イ
パ
ス

の
構
想
も
持
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
多
く
出
た
。
た
だ
、

ど
こ
を
通
る
と
い
う
こ
と
は
ま
だ

考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
専
門

家
と
相
談
し
な
が
ら
バ
イ
パ
ス

の
構
想
を
立
て
て
、
時
間
を
か
け

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま

た
、
子
ど
も
達
の
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
も
行
政
の

役
目
だ
と
考
え
る
の
で
、
交
通

量
の
多
い
所
の
通
学
路
と
い
う
の

は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
っ
て
い
る
。

矢
祭
山
公
園
は
再
生
整
備

計
画
が
進
行
中
だ
と
思
う
が
、

国
道
１
１
８
号
は
狭
く
、
大
型

車
が
通
行
す
る
際
に
は
観
光
客

の
危
険
を
感
じ
る
。
歩
道
を
含

め
た
再
整
備
が
必
要
と
思
う

が
、
矢
祭
山
駅
周
辺
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

県
に
お
い
て
国
道
改
良
の
計

画
は
な
い
が
、
新
夢
想
橋
か
ら

や
た
て
ま
で
の
河
川
沿
い
に
約

２
０
０
ｍ
の
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
年

度
内
完
成
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
矢
祭

山
公
園
内
の
周
遊
性
は
高
ま
る

と
考
え
て
い
る
。

矢
祭
町
ゆ
か
り
の
タ
レ
ン

ト
の
お
か
げ
で
、
矢
祭
町
も
メ

デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
矢
祭
町
に
来
て
い
た
だ
い

て
も
、
お
土
産
と
し
て
買
う
も

の
が
何
も
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
農
産
物
等
の
お
土
産
の
充

実
、
そ
の
施
設
が
で
き
る
に
当

た
り
清
潔
な
ト
イ
レ
の
整
備
、

観
光
バ
ス
が
停
め
ら
れ
る
駐
車

場
の
確
保
等
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
。
場
所
と
し
て
、
国
道

１
１
８
号
と
３
４
９
号
が
交
差

す
る
辺
り
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
う

が
、そ
う
い
っ
た
所
の
再
開
発
、

再
利
用
等
を
含
め
て
、
新
た
な

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

　

産
業
振
興
の
充
実
と
い
う
こ

と
で
、
道
の
駅
の
構
想
を
考
え

て
い
る
。
道
の
駅
は
行
政
間
の

交
流
、
休
憩
、
町
民
と
の
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
機
能

を
携
え
て
い
る
の
で
、
地
域
の

活
性
化
に
も
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
具
体
的
な
場
所

は
未
定
だ
が
、
来
年
度
の
町
の

総
合
６
次
計
画
の
中
で
も
取
り

入
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
の
空
白
地
帯
と

な
っ
て
い
る
。
茨
城
県
北
、
東

部
地
域
に
お
い
て
地
域
高
規
格

道
路
の
整
備
促
進
運
動
が
高
ま

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
隣

接
す
る
地
域
と
し
て
活
動
に
相

乗
り
し
、
広
域
連
携
を
強
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

高
規
格
道
路
の
整
備
は
、
平

成
28
年
に
連
携
し
て
進
め
よ
う

と
始
ま
っ
た
が
、
４
年
経
っ
て

も
福
島
県
側
は
動
い
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。
茨
城
県
で
進
め

て
い
る
の
が
、
大
子
町
か
ら
東

北
新
幹
線
駅
の
那
須
塩
原
間
の

北
関
東
北
部
横
断
道
路
で
、
高

規
格
道
路
が
福
島
県
側
よ
り
栃

木
県
に
変
更
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
思
い
は
あ
る
。
我
々

も
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
対
応

し
、
県
に
も
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
の
発
展
、
活
性
化
に

は
高
規
格
道
路
網
の
整
備
が
不

可
欠
だ
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て

い
く
努
力
を
願
う
が
、
町
長
の

決
意
を
改
め
て
伺
う
。

町
長

道
路
網
の
整
備
は
、
地
域
の

活
性
化
を
生
み
な
が
ら
、
産
業

か
ら
観
光
の
振
興
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
行
政
で
も

し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
と
の
思

い
は
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
社
会
、
人
口
の
分
散
型
の
社

会
づ
く
り
の
中
で
、
関
東
圏
に

近
い
所
の
施
策
は
し
っ
か
り
や

る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画

を
策
定
す
る
年
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
計
画
に
当
た
っ
て
、

道
路
の
イ
ン
フ
ラ
も
大
事
な
要

素
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
国

道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ
ス
化
と

は
別
に
考
え
て
い
る
構
想
が
あ

れ
ば
伺
う
。

町
長

　

国
道
３
４
９
号
も
下
関
工
区

が
整
備
さ
れ
れ
ば
大
型
車
の
通

行
が
増
え
、
国
道
１
１
８
号
の

騒
音
も
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス
の

前
に
現
道
の
修
理
を
し
な
く
て
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１
回
の
助
成
を
上
乗
せ
し

て
接
種
率
を
高
め
る
方
法
も
あ

る
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

助
成
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
町
村
会
で
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

秋
冬
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、

役
場
機
能
を
麻
痺
さ
せ
な
い
た

め
の
組
織
体
制
、
対
応
策
を
伺

う
。

町
長

　

町
内
で
の
感
染
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
役
場
庁
舎
以
外
の

建
物
を
利
用
し
、
役
場
機
能
を

分
散
す
る
予
定
で
あ
る
。

自
立
総
務
課
長

　

現
在
考
え
て
い
る
の
は
、
役

場
庁
舎
以
外
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
開
発
セ
ン
タ
ー
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
３
密
を

防
止
す
る
観
点
か
ら
、
職
員
を

分
散
し
て
職
務
に
当
た
ら
せ
る

対
応
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

東
白
川
地
方
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
つ
な
が
る
も
の
が
で
き

て
い
な
い
が
、
現
状
を
伺
う
。

町
長

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
町
村
会
の
中
で
意
見
は
上

が
っ
た
が
、
医
師
会
と
の
調
整

が
な
か
な
か
図
ら
れ
な
か
っ

た
。
県
内
で
も
感
染
者
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
、
早
急
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
発
熱
外
来
の
気
運
が

高
ま
っ
た
た
め
、
早
期
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
進
め
て
行
き

た
い
。
た
だ
、
検
査
体
制
が
確

立
さ
れ
た
と
し
て
も
治
療
機
関

で
は
な
い
の
で
、
感
染
防
止
は

各
自
が
し
っ
か
り
予
防
の
対
策

を
取
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、
ど
う
い
う
経
路
で

ど
こ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
行
く
の

か
、
感
染
者
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

ま
ず
、
発
熱
等
の
症
状
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
帰
国
者
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を

か
け
、
そ
の
中
で
聞
き
取
り
を

し
、
各
地
区
の
保
健
所
に
連
絡

が
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

保
健
所
と
も
う
一
度
や
り
取
り

を
し
て
、
判
断
が
あ
る
程
度
な

さ
れ
る
と
思
う
が
、
検
査
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
帰
国
者

接
触
者
外
来
で
検
査
を
受
け
、

陽
性
で
あ
れ
ば
入
院
等
の
処
置

が
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
う
。

感
染
震
源
地
か
ら
の
帰

省
、
来
訪
者
に
独
自
対
応
は
で

き
な
い
か
伺
う
。

町
長

　

町
村
会
で
も
独
自
の
対
応
と

い
う
話
は
出
て
い
な
い
が
、
帰

省
す
る
学
生
や
来
訪
者
に
対
す

る
対
応
方
法
も
町
村
会
の
今
後

の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

学
校
関
係
で
家
族
に
感
染

者
が
出
て
、
修
学
旅
行
等
に
行

け
な
い
、
修
学
旅
行
自
体
を
検

討
す
る
学
校
等
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
本
町
の
こ
ど
も
園
、
小

中
学
校
の
修
学
旅
行
、
生
活
環

境
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺

う
。

教
育
長

　

現
在
、
こ
ど
も
園
や
小
中
学

校
で
は
、
文
部
科
学
省
が
定
め

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
く
感
染
症
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
学
び
の
環
境
を

提
供
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に
布
マ

ス
ク
の
配
布
、
各
学
校
に
非
接

触
型
体
温
計
や
除
菌
用
品
等
を

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
構
築
の
支
援

事
業
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
構
想
を
計
画
し
て
い

る
。

教
育
課
長

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

は
、
今
年
度
中
の
予
算
執
行
を

目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
の

最
適
化
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
よ
る
休
校
に
も
対
応

し
て
い
く
道
が
開
け
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
重
点
事
項
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

際
に
、
ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
場
合
の
支
援
策

に
つ
い
て
、町
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
課
長

　

教
育
現
場
で
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
い
く
中
で
、
子
供
た
ち
が
取

り
残
さ
れ
て
は
い
け
な
い
の
が

第
一
で
、
各
家
庭
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
に
差
が
あ
れ
ば
、
当

然
フ
ォ
ロ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
ら

か
の
措
置
を
講
じ
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が

教
育
委
員
会
の
考
え
方
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
支
給

さ
れ
る
10
万
円
と
２
万
円
分
の

商
品
券
の
状
況
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

特
別
定
額
給
付
金
は
、
対
象

者
が
５
，
６
５
５
名
で
、
給
付

を
受
け
た
方
は
５
，
６
４
７
名

で
あ
る
。

事
業
課
長

　

１
世
帯
２
万
円
の
商
品
券
に

つ
い
て
は
、
町
内
２
，
０
９
４

世
帯
に
郵
送
し
て
い
る
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に

回
せ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
声

も
あ
る
が
、
現
状
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
伺
う
。

事
業
課
長

商
品
券
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
係
で
町
内
の
経
済
が
落
ち

込
ん
で
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て

い
た
だ
い
て
地
域
活
性
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

６
月
下
旬
に
町
と
県
南
建

設
事
務
所
と
の
事
業
調
整
会
議

が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

町
の
重
点
事
業
と
し
て
要
請
し

た
も
の
を
伺
う
。

事
業
課
長

道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、
国

道
３
４
９
号
下
関
工
区
、
県
道

石
井
大
子
線
茗
荷
工
区
、
国

道
１
１
８
号
並
木
工
区
、
県
道

下
関
河
内
小
生
瀬
線
、
国
道

３
４
９
号
小
田
川
２
工
区
の
先

か
ら
塙
町
境
ま
で
を
重
点
要
望

し
た
。
ま
た
、
河
川
改
修
は
久

慈
川
の
堤
防
未
整
備
区
間
の
早

急
な
築
堤
整
備
を
要
望
し
た
。

山
野
井
カ
ー
ブ
の
事
業
変

更
の
説
明
会
に
は
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
形
で
臨
ん
だ
の
か

伺
う
。事

業
課
長

　

説
明
会
が
あ
っ
た
日
に
は
私

も
出
席
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
も
あ
っ
た

の
で
、
説
明
会
に
は
事
業
グ
ル
ー

プ
長
が
出
席
し
た
。

用
地
に
関
わ
る
問
題
点
に

つ
い
て
は
、
町
の
方
か
ら
提
供

す
る
問
題
だ
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
中
で
用
地
変
更
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
固
ま
っ
て

か
ら
３
月
ご
ろ
に
説
明
会
を
行

う
予
定
だ
と
道
路
課
長
か
ら
聞

い
た
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

今
年
度
は
、
測
量
設
計
後
に

地
元
説
明
会
を
行
う
予
定
と
は

聞
い
て
い
る
が
、
時
期
に
つ
い

て
は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
要

望
が
多
か
っ
た
、
河
川
の
土
砂

撤
去
を
実
施
す
る
場
所
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
が
、

計
画
は
ど
の
程
度
な
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

今
年
度
は
、
田
川
の
鉄
道
橋

か
ら
町
道
小
田
川
中
央
団
地
線

ま
で
の
間
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
河
川

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
で
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
優

先
順
位
を
付
け
な
が
ら
計
画
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。　田

川
は
上
流
か
ら
行
わ
な

い
と
、
ま
た
同
じ
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

下
流
側
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
、

そ
こ
で
土
砂
が
堆
積
す
る
原
因

と
な
る
の
で
、
下
流
を
綺
麗
に

し
て
お
け
ば
、
上
流
か
ら
土
砂

が
流
れ
て
き
て
も
、
あ
る
程
度

の
堆
砂
で
済
む
と
考
え
て
い
る
。

手
元
の
方
か
ら
流
れ
て
く

る
土
砂
に
つ
い
て
も
心
配
で
あ

る
。
そ
れ
を
含
め
て
、
大
き
な

災
害
に
な
る
こ
と
を
避
け
ら
れ

る
よ
う
な
事
業
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
計
画
的
な
予
算
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

林
道
大
垬
線
の
工
事
は
今

年
度
中
に
完
成
で
き
る
の
か
伺

う
。

事
業
課
長　
　
　

　

今
年
の
３
月
６
日
に
発
注
し

て
お
り
10
月
30
日
ま
で
の
工
期

と
し
て
い
る
。
現
在
の
進
捗
率

は
75
％
程
度
で
あ
る
の
で
、
工

期
内
完
成
と
早
期
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
施
工
し
て
い
く
。

台
風
期
を
前
に
、
第
一
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
る
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
は
水
害
の
可
能
性

が
無
い
と
は
い
え
な
い
が
、
今

は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

る
か
伺
う
。　

町
民
福
祉
課
長　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
は
今
ま

で
ど
お
り
緊
急
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
。
な
お
、
田
川

が
氾
濫
し
そ
う
な
と
き
に
は
、

体
育
セ
ン
タ
ー
等
を
緊
急
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

前
回
、
４
町
村
広
域
連
携

に
よ
る
森
林
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
現
段

階
で
は
現
実
的
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在
は
ど

の
よ
う
な
段
階
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
調
査
報
告
書
で
は
、
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
へ
の
バ
イ
オ
マ
ス
設

備
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
お
り
、
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
課

題
は
あ
る
が
、
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
。

町
の
重
要
な
検
討
課
題
と

し
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
捉

え
方
か
伺
う
。

町
長

　

町
と
し
て
は
非
常
に
前
向
き

な
発
想
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
行
動
を
起
こ

す
に
は
、
ま
だ
時
間
も
か
か
る

と
思
う
が
、
森
林
資
源
を
い
か

に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

旧
下
関
河
内
小
学
校
で
起

業
し
て
い
る
独
楽
企
業
で
説
明

を
受
け
た
と
き
に
、
町
へ
の
提

案
も
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

バ
イ
オ
マ
ス
設
備
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
い

ろ
い
ろ
比
較
、検
討
し
た
中
で
、

旧
下
関
河
内
小
学
校
で
行
っ
て

い
る
企
業
の
シ
ス
テ
ム
は
矢
祭

町
に
は
合
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
結
論
が
出
て
い

る
。　

事
業
そ
の
も
の
に
つ
い

て
、
議
会
と
行
政
が
や
り
取
り

し
な
が
ら
検
討
す
る
べ
き
課
題

だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。　

町
長

　

原
発
の
問
題
も
福
島
は
抱
え

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
将
来
的
に

は
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

は
思
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
企
業
に
町
や

国
を
含
め
た
補
助
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。　

町
長

　

国
・
県
・
町
が
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
民
間
の
森
林
資
源

の
活
用
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

行
政
側
は
携
わ
る
こ
と
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

3031

質
問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

緊
急
避
難
所
に
つ
い
て

質
問　

町
民
生
活
重
視
の

町
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て　
　

健
康
福
祉
・
土
木
・

防
災
・
産
業
・
一
般
行
政

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

大森泰幸議員

質
問　

役
場
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問　

土
木
・
災
害
復
旧
事
業

に
つ
い
て

答

問

答

問答答

問

答 問

問

答問 答 問

答

答

問

問答

問

答問

問 答

問

答

問 答

答

答 問

答

問答

問

答

問答問

答

答答問問答

問

答



第
６
次
総
合
計
画
の
委
託

業
者
は
ど
こ
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

郡
山
市
の
株
式
会
社
ア
イ

デ
ッ
ク
ス
に
委
託
し
て
い
る
。

町
の
人
材
が
生
か
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
を
含
め
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
約
を
望
む
が
、
考

え
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

今
回
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
新
た
な
町
民
と
の
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
第
６
次
総
合
計
画
と
考
え
て

い
る
。
策
定
に
当
た
り
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
町
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
多
種
多

様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を
総
合

計
画
の
具
体
的
な
施
策
に
取
り

入
れ
、
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
だ
と
偏
り
が

ち
に
な
り
、
町
づ
く
り
と
い
う

点
で
は
若
い
町
民
に
は
ち
ょ
っ

と
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
く

る
。
そ
の
点
で
は
、
第
６
次
総

合
計
画
に
つ
い
て
も
町
政
懇
談

会
と
同
じ
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は

持
っ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
の
は
、

町
民
の
民
意
を
行
政
が
ど
う
捉

え
る
か
と
い
う
の
が
一
番
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。
第
６
次
総
合

計
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
新
し
い

生
活
を
迎
え
る
中
で
、
国
も
分

散
型
の
社
会
を
つ
く
る
と
明
言

し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
え
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

町
の
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
丁
寧
に
伝
え
な
が
ら

も
っ
と
活
用
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
財
政
調
整
基

金
の
出
し
入
れ
の
判
断
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長　

　

年
度
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源

の
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
に
財

源
に
余
裕
が
あ
る
年
度
に
積
み

立
て
て
、
不
測
の
事
態
に
基
金

を
取
り
崩
し
て
使
用
す
る
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

町
債
を
昨
年
度
の
台
風
19

号
の
際
に
十
数
億
円
の
動
か
し

方
を
す
る
中
で
、
そ
の
後
今
年

度
末
に
戻
す
と
い
う
操
作
を
し

て
い
る
が
、
町
債
の
扱
い
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

台
風
19
号
の
際
に
、
財
源
と

し
て
財
政
調
整
基
金
の
方
は
充

当
し
て
い
る
。
災
害
の
場
合
は

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
国
か
ら

の
補
助
金
が
入
る
ま
で
の
間
、

資
金
不
足
と
な
る
の
で
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

町
債
を
一
時
10
億
円
近
く

借
入
れ
、
戻
し
た
と
思
う
が
、

そ
の
内
容
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

町
債
の
出
し
入
れ
に
つ
い
て

の
認
識
は
な
い
が
、
災
害
に
伴

う
事
業
費
の
補
助
残
分
と
し

て
、
起
債
の
借
入
れ
を
行
う
こ

と
は
あ
る
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
の
事
業

に
助
成
が
行
な
わ
れ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
が

実
施
で
き
な
い
場
合
、
他
の
活

動
に
振
り
替
え
る
動
き
が
あ
る

か
ど
う
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

町
が
行
っ
て
い
る
各
種
助
成

事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
付
要

網
等
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。
趣
旨

に
沿
わ
な
い
も
の
に
は
助
成
で

き
な
い
が
、
趣
旨
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

内
容
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い

た
中
で
、
採
択
す
る
こ
と
も
可

能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
場
合

は
、
計
画
に
入
っ
て
い
な
く
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
申
請
す

れ
ば
援
助
の
可
能
性
が
あ
る
と

理
解
し
て
よ
い
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

予
算
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
事
業
の
趣
旨
が
交

付
要
網
に
合
致
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
事
業
の
採
択
は
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
細
か
な

点
は
聞
き
取
り
を
し
な
い
と
判

断
で
き
な
い
の
で
、
実
施
の
際

は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
の

要
望
、
要
求
の
対
応
は
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

要
望
等
の
実
施
は
、緊
急
性
、

重
要
性
を
し
っ
か
り
考
え
て
、

年
度
内
に
は
難
し
い
も
の
も
あ

る
の
で
、
生
活
に
支
障
を
き
た

す
も
の
を
優
先
的
に
考
え
て
い

る
。

Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
２
工
場
か
ら
国

道
３
４
９
号
に
出
て
く
る
十
字

路
の
信
号
設
置
に
つ
い
て
の
対

応
は
ど
う
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
と
小

田
川
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、
公

安
委
員
会
に
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
で
き
る

か
と
い
う
返
答
は
い
た
だ
い
て

い
な
い
。

町
長　

　

現
場
を
見
て
き
て
信
号
が
必

要
だ
な
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
毎
年
開

く
の
は
難
し
い
が
、
時
期
を
見

な
が
ら
各
区
の
要
望
を
聞
く
よ

う
な
方
法
は
考
え
て
い
る
。

河
川
に
流
入
す
る
山
沢
か

ら
の
砂
が
生
態
系
へ
の
悪
影
響

や
水
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
町
内
の

砂
防
ダ
ム
と
治
山
堰
堤
の
状

況
、
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

砂
防
施
設
は
、
棚
倉
土
木
事

務
所
が
管
理
し
て
お
り
、
５
年

に
一
度
点
検
を
実
施
し
、
必
要

に
応
じ
て
補
修
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
治
山
施
設

に
つ
い
て
は
、
県
南
農
林
事
務

所
が
管
理
し
て
お
り
、
災
害
が

発
生
す
る
よ
う
な
大
雨
が
降
っ

た
後
な
ど
に
点
検
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

町
内
に
砂
防
ダ
ム
、
砂
防

堰
堤
は
幾
つ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か

伺
う
。事

業
課
長

　

砂
防
施
設
に
つ
い
て
は
18
施

設
で
あ
る
。

県
で
は
き
ち
ん
と
管
理
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
昨

年
の
台
風
に
よ
る
東
舘
、
戸
塚

の
水
害
を
考
え
る
と
砂
防
堰
堤

の
管
理
は
さ
れ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
造
っ
た
ま
ま
で

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
そ

こ
か
ら
延
々
と
砂
が
流
れ
出
す

だ
け
で
、
最
終
的
に
久
慈
川
に

流
れ
込
み
川
底
が
高
く
な
り
、

支
流
の
川
の
土
砂
を
取
っ
て
も

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け
で

あ
る
。
大
き
な
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
、
根
本
か
ら
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。町

長

　

日
本
列
島
は
毎
年
の
よ
う
に

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
河
川
の
改

修
か
ら
全
て
を
見
直
す
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
。
砂
防
ダ
ム

は
ど
こ
の
地
区
に
も
あ
り
、
台

風
19
号
で
土
砂
が
一
杯
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
治
山
対

策
も
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が

あ
る
が
、
町
単
独
で
は
で
き
な

い
の
で
、
県
・
国
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
が
我
々
の
役
目
だ
と

思
っ
て
い
る
。

矢
祭
町
の
久
慈
川
は
、
多

分
一
度
も
土
砂
撤
去
を
し
た
こ

と
が
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
災

害
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、
魚

の
餌
場
も
な
く
な
り
、
鮎
が
生

息
す
る
環
境
も
壊
れ
て
き
て
い

る
。こ
の
久
慈
川
の
土
砂
問
題
、

堰
堤
の
問
題
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

事
業
課
長

　

久
慈
川
の
土
砂
撤
去
は
県
で

今
年
度
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
で
も
河
川
の
土
砂

撤
去
に
つ
い
て
は
、
緊
急
浚
渫

推
進
事
業
が
創
設
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、

町
、
県
に
お
い
て
も
土
砂
除
去

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
堰
堤
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
適
量
を
除
去
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
県
に
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

生
命
の
危
機
の
み
な
ら
ず
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
や
株
価
に
も
影
響
を
投
げ

か
け
て
い
る
。
町
内
の
産
業
や

雇
用
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
現
状

把
握
と
町
の
対
応
を
伺
う
。

事
業
課
長

飲
食
店
に
お
い
て
は
、
売
り

上
げ
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
店
が
３
軒

あ
り
、
そ
れ
を
除
い
て
も
３
割

か
ら
８
割
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
い
る
。
製
造
業
で
は
２
割
か

ら
７
割
の
減
少
、
小
売
業
で
は

５
割
か
ら
８
割
の
減
少
、
農
業

に
つ
い
て
は
花
卉
生
産
農
家
で

３
割
か
ら
７
割
の
減
少
と
分
析

し
て
い
る
。
雇
用
の
状
況
は
、

８
月
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
が

発
表
し
た
有
効
求
人
倍
率
は

０
・
83
と
な
っ
て
い
る
。

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
商
品
券
や
給
付
を
行
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
効
果
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

経
営
持
続
化
支
援
金
に
つ
い

て
は
、
売
上
が
３
割
以
上
の
減

少
の
申
請
で
77
件
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
３
割
以
下
の
業
種
の
方

も
か
な
り
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
商
品
券

の
配
布
を
行
い
、
町
内
の
経
済

活
性
化
の
た
め
に
寄
与
し
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

も
予
算
計
上
し
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
地
域
活
性

化
が
図
ら
れ
た
ら
い
い
と
考
え

て
い
る
。

本
町
に
は
大
き
な
製
造
業

が
あ
り
、
町
の
税
収
に
か
な
り

の
影
響
が
出
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
こ
う
い
っ
た
大
き
な
企

業
の
業
績
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
る
か
伺
う
。

事
業
課
長

町
内
の
誘
致
企
業
を
中
心

に
、
企
業
訪
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
営
業
状
況
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
営
業
活

動
が
で
き
な
い
、
取
引
先
が
海

外
に
あ
る
企
業
も
あ
り
、
売
上

げ
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
医
療

機
器
の
部
品
を
製
造
し
て
い
る

お
か
げ
で
特
需
が
あ
り
、
持
ち

こ
た
え
て
い
る
と
い
う
お
話
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
が
長
引
く
事
態
も
考
え
ら
れ

る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
と
向
き

合
い
な
が
ら
経
済
を
拡
大
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
の
施
策
や

町
の
施
策
よ
り
、
個
人
が
し
っ

か
り
考
え
て
い
か
な
い
と
打
開

策
は
見
え
な
い
感
じ
が
す
る
。

町
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
独
自
で
で

き
る
範
囲
は
行
っ
て
行
く
べ
き

で
、
商
品
券
は
町
内
経
済
の
活

性
化
に
は
目
に
見
え
る
施
策
だ

と
思
う
の
で
、
第
２
段
、
３
段

く
ら
い
は
検
討
し
た
い
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の
社
会
づ
く

り
も
大
事
な
施
策
だ
と
思
っ
て

い
る
。現

在
、
仕
事
を
ネ
ッ
ト
環

境
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
地

方
の
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で
仕

事
を
す
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
使
わ
れ
て
い
な
い
住
宅
の

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
恐
ら
く
で
き

あ
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ

れ
ら
を
い
ち
早
く
町
民
に
出
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
声
掛
け
を

頂
く
機
会
を
増
や
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
が
、
施
策
と
し
て

い
か
が
か
。

事
業
課
長

空
き
家
の
実
態
調
査
は
平
成

28
年
度
に
行
い
、
そ
の
後
条
例

の
制
定
や
計
画
の
策
定
を
し
て

い
る
。空
き
家
等
対
策
計
画
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
に
つ
い

て
も
う
た
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
条
例
を

議
員
に
説
明
は
し
て
い
る
の
か
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伺
う
。事

業
課
長

　

条
例
策
定
時
に
は
議
会
で
の

説
明
の
み
と
思
わ
れ
る
。
計
画

書
を
配
布
し
た
か
は
不
明
で
あ

る
。

国
の
持
続
化
給
付
金
は
、

国
民
誰
も
が
請
求
で
き
る
も
の

だ
が
、
納
税
義
務
は
果
た
し
て

お
り
、
法
人
登
記
を
し
て
い
な

い
だ
け
の
み
な
し
法
人
に
は
支

給
さ
れ
な
い
。
国
が
出
さ
な
い

な
ら
、
町
が
救
う
手
立
て
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。町

長

　

こ
れ
は
国
の
施
策
で
、
基
準

に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
で
き
な

い
と
考
え
る
。
今
後
は
こ
う

い
っ
た
検
討
課
題
に
は
、
町
民

が
声
を
上
げ
て
改
正
す
る
こ
と

は
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
民
が
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
な
の
で
、
国
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
町
単
独
で
給
付
金
に

代
わ
る
も
の
の
対
応
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

町
長

　

町
で
は
既
に
経
営
持
続
化
支

援
金
を
支
給
し
て
い
る
。

み
な
し
法
人
で
町
が
助
成

を
出
し
た
の
は
他
に
も
あ
る
の

か
、
ま
た
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

申
請
が
あ
っ
た
の
は
法
人
で

は
な
く
、
個
人
に
助
成
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
み
な
し
法
人
か

ら
は
申
請
は
な
い
。

事
業
課
で
は
み
な
し
法
人

の
管
理
は
さ
れ
て
い
な
い
の

か
。
み
な
し
法
人
に
勤
め
て
い

て
、
申
請
が
で
き
て
い
な
い
方

は
い
な
い
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

町
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

の
制
度
を
参
考
に
し
た
の
で

「
み
な
し
法
人
」
が
抜
け
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

広
報
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

大
垬
に
共
有
地
が
あ
り
高

齢
化
に
伴
い
、
管
理
が
大
変
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
ど
う

し
た
ら
良
い
か
な
ど
様
々
な
思

案
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
町
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

人
口
減
の
中
で
苦
労
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
行

政
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く

べ
き
も
の
と
は
認
識
し
て
い

る
。
た
だ
、民
地
と
な
る
の
で
、

今
現
在
の
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。

山
に
関
し
て
は
、
若
い
人

た
ち
は
脱
退
し
た
い
と
い
う
方

が
ほ
と
ん
ど
で
、
部
落
で
維
持

し
て
い
く
の
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
町
で
も
固
定
資
産
税
を

減
免
す
る
な
ど
し
て
も
ら
わ
な

い
と
、
今
後
の
維
持
・
管
理
が

で
き
な
い
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

山
林
の
維
持
と
い
う
の
も
大

変
な
管
理
で
あ
る
が
、
民
地
の

対
応
も
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

民
地
に
つ
い
て
は
、
保
安

林
に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
考

え
も
あ
る
が
、
で
き
る
の
か
伺

う
。

事
業
課
長

保
安
林
の
指
定
に
つ
い
て

は
、所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
、

県
知
事
が
申
請
を
行
い
、
農
林

水
産
省
の
許
可
を
得
る
と
い
う

流
れ
に
な
る
か
と
思
う
。

馬
渡
戸
地
区
の
方
々
が
土

地
を
東
京
の
方
に
売
っ
て
し

ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
町
で
は

売
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
把
握
し

て
い
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

こ
れ
ま
で
の
経
緯
で
は
、
平

成
28
年
頃
か
ら
牧
野
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
年
度
末

に
な
る
と
牧
野
組
合
の
場
所
を

指
定
し
、
牧
場
開
設
に
必
要
な

許
可
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
町
と
し
て
は
地
元
の

方
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
が
、

結
果
と
し
て
売
却
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
産
廃
問
題
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

町
民
福
祉
課
長

　

平
成
30
年
１
月
22
日
に
県
南

地
方
振
興
局
の
職
員
２
名
が
、

埼
玉
県
の
会
社
に
出
向
き
、
社

長
と
土
地
の
所
有
者
に
対
し
て

指
導
、
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
撤
去
計
画
を
作
る
よ
う

に
通
知
書
を
交
付
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
成

30
年
２
月
７
日
に
県
の
産
業
廃

棄
物
課
の
職
員
、
県
南
地
方
振

興
局
の
職
員
、
警
察
署
の
職
員

が
現
地
で
立
ち
合
い
、
所
有
者

に
対
し
て
指
導
を
行
っ
た
。
昨

年
の
９
月
に
は
廃
棄
物
撤
去
指

示
の
文
書
を
会
社
と
土
地
の
所

有
者
に
送
っ
た
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
町
で
確
認
し
て

き
た
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

今
年
の
６
月
に
現
地
は
確
認

し
て
き
た
。
新
た
な
産
廃
が

入
っ
た
形
跡
は
な
く
、
元
の
産

廃
に
つ
い
て
は
撤
去
し
て
い
な

い
状
況
だ
っ
た
。

現
場
に
行
っ
て
状
況
を
確

認
し
た
い
が
、
現
場
を
見
に
い

け
る
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

確
認
を
取
り
、
見
ら
れ
る
よ

う
な
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。

町
長
は
現
地
を
見
て
き
た

の
か
伺
う
。

町
長

　

昨
年
と
今
年
も
現
地
に
行
っ

た
が
、
ご
み
が
鉄
く
ず
や
木
片

で
分
け
て
い
る
の
か
い
な
い
の

か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
振
興
局
も
所
有
者
に
電
話

を
し
て
も
、
体
調
不
良
と
い
う

こ
と
で
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
。
現
場
を
見
る
限
り
荒
れ
た

状
態
な
の
で
、
県
と
の
対
応
で

こ
の
問
題
は
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

産
業
廃
棄
物
を
運
び
込
め

な
い
よ
う
に
近
く
の
山
林
を
町

で
買
収
し
た
が
、
現
場
の
状
況

は
確
認
し
て
い
る
か
伺
う
。

町
長　

　

確
認
し
て
い
る
。
開
発
目
的

で
は
な
く
、
水
源
涵
養
機
能
と

い
っ
た
も
の
に
活
用
し
て
い
く

と
い
う
の
が
今
の
判
断
で
あ
る
。

東
京
の
方
が
買
っ
た
土
地

を
転
売
さ
れ
る
前
に
町
が
購
入

し
て
、
何
か
利
活
用
が
で
き
な

い
か
と
考
え
る
が
、
そ
ん
な
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

町
長

　

県
か
ら
も
産
業
廃
棄
物
違
反

で
指
令
を
出
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
辺
が
片
付
か
な
い
限
り
は

進
め
な
い
と
思
う
。

活
用
と
し
て
住
宅
を
造
っ

て
は
ど
う
か
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
町
で
は
ど
の
よ

う
な
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長

水
源
地
の
機
能
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
長
期
的
に
参
考

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
県

と
の
対
応
も
立
て
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
う
。

町
で
購
入
し
た
下
関
河
内

の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

一
つ
の
財
産
と
し
て
、
山
の

価
値
を
活
か
す
た
め
に
も
様
々

な
意
見
、
情
報
を
取
り
入
れ
な

が
ら
財
産
の
活
用
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

土
木
工
事
で
残
土
の
処
理

に
苦
慮
し
て
い
る
。
現
在
、
下

関
工
区
は
残
土
捨
て
場
が
な

く
、
棚
倉
な
ど
に
持
っ
て
行
っ

て
い
る
た
め
工
事
の
進
み
具
合

が
芳
し
く
な
い
。
下
関
河
内
の

ゴ
ル
フ
場
跡
地
ま
で
道
を
付
け

れ
ば
残
土
捨
て
場
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

工
事
の
残
土
処
理
に
つ
い
て

は
、工
事
費
に
計
上
し
て
お
り
、

請
負
業
者
に
お
い
て
残
土
捨
て

場
を
確
保
し
て
い
る
。
現
在
、

町
発
注
工
事
に
お
い
て
は
、
ほ

ぼ
残
土
捨
て
場
は
確
保
で
き
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

建
設
業
者
か
ら
は
残
土

捨
て
場
を
町
で
確
保
す
れ
ば
、

も
っ
と
早
く
工
事
が
進
む
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
る
。
せ
っ
か

く
町
有
地
が
あ
る
の
で
、
残
土

捨
て
場
を
造
り
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

町
長

　

今
、
災
害
の
復
旧
な
ど
が
あ

る
の
で
、
残
土
置
き
場
の
確
保

は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

重
機
を
町
で
購
入
し
て
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
。
側
溝
の
土
砂

取
り
な
ど
で
あ
れ
ば
、
町
の
重

機
を
使
っ
て
す
ぐ
に
撤
去
で
き

れ
ば
町
民
も
喜
ぶ
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

重
機
の
購
入
と
な
る
と
職
員

数
が
少
な
く
、
事
故
等
の
リ
ス

ク
や
維
持
管
理
経
費
等
を
勘
案

す
る
と
、
現
在
行
っ
て
い
る
建

設
業
者
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

含
め
た
機
械
借
り
上
げ
料
を
、

町
が
負
担
し
て
い
く
方
法
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

職
員
が
重
機
を
運
転
す
る

訳
で
は
な
く
、
建
設
会
社
を
退

職
し
て
重
機
に
慣
れ
て
い
る
方

に
、
嘱
託
と
し
て
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
は
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対

応
と
い
う
の
は
大
事
だ
と
思

う
。
災
害
も
毎
年
の
よ
う
に
出

て
く
る
と
、
専
門
職
の
方
を
置

い
て
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
も

防
災
・
災
害
行
政
の
中
に
入
れ

て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

未
婚
率
の
増
加
に
よ
り
、

相
続
者
不
在
の
土
地
も
増
加
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。
当
町
に
お

け
る
共
有
林
、
牧
野
組
合
等
の

箇
所
数
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

箇
所
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
土
地
の
筆
数
と
し
て
は

７
４
８
筆
と
な
っ
て
い
る
。

町
外
在
住
の
方
が
所
有
す

る
土
地
の
面
積
、
町
全
体
の
割

合
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

面
積
が
８
７
６
万
５
，
７
９

４
㎡
、
面
積
の
割
合
で
16
・

47
％
で
あ
る
。

相
続
人
不
明
ま
た
は
固
定

資
産
税
徴
収
不
能
の
件
数
、
金

額
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

相
続
放
棄
が
７
件
、
相
続

人
調
査
中
が
２
件
、
所
在
不

明
が
１
件
で
、
金
額
と
し
て

26
万
４
，
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。固

定
資
産
税
の
元
年
度

収
入
未
済
額
が
６
６
１
万
８
，

４
４
０
円
で
、
滞
納
額
と
合
わ

せ
る
と
約
５
，
７
９
０
万
円
に

な
る
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
７
年

後
に
は
１
億
円
に
達
す
る
か
と

思
う
が
、
未
納
者
の
特
徴
は
あ

る
の
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

滞
納
し
て
い
る
方
は
、
特
定

の
税
だ
け
が
未
納
と
い
う
方
は

少
な
い
よ
う
な
状
況
か
と
判
断

し
て
い
る
。

昨
年
度
の
未
済
額
が
高
額

に
亘
る
わ
け
だ
が
、
町
外
在
住

の
人
数
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

自
立
総
務
課
長

　

納
税
者
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
等
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
土
地
を
管
理
し
て
い
る

方
に
通
知
を
出
し
て
い
る
。
町

外
の
方
の
人
数
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
筆
数
は
４
，
５
０
０

筆
ほ
ど
で
あ
る
。
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共
有
林
等
の
組
合
員
の
町

外
在
住
が
ま
す
ま
す
増
加
傾
向

に
あ
り
、
固
定
資
産
税
の
徴
収

が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
林
野
庁
に
よ
る
と
平

成
18
年
か
ら
30
年
ま
で
に
２
，

０
７
６
町
歩
が
外
国
籍
の
方
に

渡
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
町

で
も
様
々
な
対
策
を
取
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

外
国
籍
や
県
外
の
方
が
所
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乱
開
発

や
産
業
廃
棄
物
の
処
理
と
い
う

よ
う
な
問
題
が
起
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
共
有
林
の

構
成
の
方
が
町
外
の
方
で
あ
る

か
ら
徴
収
が
大
変
と
い
う
理
由

だ
け
で
減
免
す
る
こ
と
は
、
税

の
負
担
の
公
平
性
か
ら
も
難
し

い
と
考
え
る
。

例
と
し
て
、
馬
渡
戸
の
共

有
地
を
売
買
す
る
と
い
う
こ
と

は
民
間
の
こ
と
な
の
で
問
題
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
の
方

は
後
処
理
と
い
う
状
態
に
な
る

の
か
伺
う
。

町
長

　

契
約
等
は
問
題
が
な
い
と
考

え
る
が
、
そ
の
後
産
業
廃
棄
物

を
捨
て
る
と
な
る
と
違
法
と
な

る
の
で
、
売
買
す
る
と
き
に
は

責
任
を
持
っ
た
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

人
が
い
な
い
の
で
維
持
管

理
が
で
き
ず
、
税
金
が
滞
納
さ

れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
が
問
題

だ
と
考
え
る
。
地
域
で
維
持
す

る
た
め
に
も
町
の
恩
典
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

人
口
減
の
社
会
な
の
で
、

様
々
な
産
業
に
も
諸
問
題
が
出

て
く
る
の
も
や
む
を
得
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
行
政
で
も
で

き
る
範
囲
の
こ
と
は
考
え
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

空
き
家
調
査
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

事
業
課
長

　

空
き
家
の
実
態
調
査
に
お
い

て
は
、
空
き
家
の
可
能
性
が
高

い
建
物
は
１
２
５
件
、
そ
の
う

ち
空
き
家
の
候
補
と
な
る
建
物

は
38
件
あ
っ
た
。
今
後
は
、
空

き
家
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
も
と
に
意
向
調
査
を
行

い
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を

進
め
、
空
き
家
を
貸
し
た
い
所

有
者
と
借
り
た
い
人
が
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
く
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

候
補
が
38
件
と
い
う
こ
と

だ
が
、
改
修
を
し
な
く
て
も
す

ぐ
に
入
れ
る
よ
う
な
住
宅
な
の

か
伺
う
。

事
業
課
長

　

使
用
に
耐
え
得
る
よ
う
な
状

態
の
建
物
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
働
き
方
改

革
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
移
住

者
誘
致
を
進
め
て
い
る
市
町
村

も
あ
る
。
安
心
・
安
全
な
本
町

で
も
空
き
家
を
利
用
し
て
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
伺
う
。

事
業
課
長

先
月
、
都
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が

シ
ス
テ
ム
の
運
用
保
守
な
ど
を

行
う
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
本
町

に
持
っ
て
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
空
き
店
舗
を
数
か

所
案
内
し
た
。
そ
の
際
に
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
事
業

展
開
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考

え
を
伺
っ
て
い
る
。
本
町
に
は

Ｉ
Ｐ
電
話
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｉ

Ｔ
企
業
の
進
出
が
空
き
家
活
用

の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

早
め
に
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設

の
整
備
を
し
た
ほ
う
が
町
の
た

め
に
も
移
住
者
誘
致
に
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
関

岡
小
学
校
は
使
う
予
定
は
な
い

の
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

明
確
な
利
用
予
定
は
な
い
。

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

関
岡
小
学
校
を
改
築
し
て

利
用
す
る
の
も
一
つ
の
手
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

町
長

　

確
か
に
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
と

空
き
家
対
策
と
い
う
こ
と
で
、

政
府
も
分
散
型
の
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
き
て
い
る
。
東
京
有

楽
町
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
の
所
長
と
も
会
っ
て
、

本
町
の
対
応
の
考
え
を
伝
え
て

動
い
て
み
た
い
。

消
防
署
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
を
調
査
し
た

よ
う
だ
が
、
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

調
査
は
２
，
０
５
５
世
帯
を

対
象
に
実
施
し
、
回
収
世
帯
数

が
１
，
０
２
２
で
、
消
防
法
に

適
合
し
た
世
帯
数
が
46
％
、
設

置
し
て
い
る
の
が
一
部
の
み
が

40
％
、
設
置
し
て
い
な
い
が

14
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
調

査
の
結
果
か
ら
、
一
部
で
も
設

置
し
て
い
る
世
帯
は
８
割
を
超

え
て
い
る
状
況
だ
が
、
消
防
法

に
適
合
し
た
世
帯
は
全
体
の

50
％
未
満
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

10
年
前
に
設
置
さ
れ
た
火

災
警
報
器
が
本
年
交
換
時
期
を

迎
え
て
い
る
。
悲
惨
な
焼
死
者

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
助
成

金
を
出
し
て
交
換
し
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

10
年
前
に
住
宅
用
火
災
報
知

器
の
設
置
の
際
に
も
助
成
は
出

し
て
い
な
い
の
で
、
交
換
に
対

す
る
助
成
は
検
討
が
必
要
か
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
火
災
報

知
機
の
設
置
及
び
交
換
に
つ
い

て
は
推
進
す
る
方
向
で
、
消
防

団
と
協
力
し
て
全
世
帯
へ
推
進

チ
ラ
シ
の
配
布
を
予
定
し
て
お

り
、
住
宅
管
理
者
自
ら
の
維
持

管
理
を
促
す
予
定
で
あ
る
。

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
、
様
々
な
意
見
が

集
約
さ
れ
た
と
思
う
。
住
民
と

と
も
に
つ
く
り
あ
げ
る
計
画
を

考
え
て
い
る
が
、
審
議
委
員
も

老
若
男
女
の
意
見
が
入
る
よ
う

な
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

町
長

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新
し
い
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
て
、
社
会

全
体
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
学
識
経
験
を
踏
ま

え
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
審
議

委
員
を
公
募
す
る
予
定
で
あ

る
。
第
６
次
総
合
計
画
も
災
害

後
の
計
画
な
の
で
、
幅
広
い
意

見
を
取
り
入
れ
て
、
変
化
の
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
た
計
画
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

審
議
委
員
の
女
性
の
人
数

が
全
体
の
３
分
の
１
も
い
な

い
。
男
女
共
同
参
画
社
会
で
も

あ
る
の
で
、
女
性
の
比
率
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

町
長

　

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

来
訪
す
る
住
民
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
、
窓
口
に
案
内

係
の
配
置
を
検
討
願
い
た
い
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

案
内
係
を
設
け
ら
れ
れ
ば
、

町
民
の
方
も
安
心
で
き
る
と
い

う
意
味
で
は
良
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
現
在
の
職
員
数
や
窓
口

の
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
状
況
を
勘

案
す
る
と
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
窓
口
に
近
い
職
員
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
方
か
ら
声
掛
け

を
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

南
会
津
町
で
は
空
き
家
を

貸
す
と
、
貸
し
賃
と
い
う
形
で

お
金
が
入
る
と
い
う
話
を
聞
い

て
き
た
。
本
町
で
も
行
っ
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

事
業
課
長

昨
年
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
く
予
定

だ
っ
た
が
、
台
風
等
で
先
送
り

と
な
っ
た
。
今
年
度
は
先
進
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

歩
行
者
や
自
転
車
通
学
の

生
徒
た
ち
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

構
想
の
道
路
に
な
る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

山
野
井
の
急
カ
ー
ブ
の
解
消

に
併
せ
て
歩
道
も
設
置
さ
れ
、

歩
行
者
や
自
転
車
を
利
用
す
る

方
に
も
配
慮
さ
れ
た
設
計
に
な

る
と
思
う
。

工
期
は
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

当
面
の
予
定
と
し
て
、
令
和

２
年
度
に
測
量
設
計
、
地
元
説

明
会
、
令
和
３
年
度
に
用
地
調

査
、
用
地
交
渉
に
着
手
す
る
と

聞
い
て
い
る

設
計
等
が
進
む
ま
で
に

も
、
現
在
通
学
し
て
い
る
生
徒

た
ち
も
い
る
の
で
、
引
き
続
き

歩
行
者
が
通
り
や
す
い
よ
う
に

整
備
を
お
願
い
し
た
い
が
、
い

か
が
か
。

事
業
課
長

　

修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

国
道
３
４
９
号
と
１
１
８

号
が
交
差
す
る
横
断
歩
道
の
白

線
の
引
き
直
し
、
町
道
桃
木
・

滝
ノ
沢
線
の
商
工
会
前
か
ら
こ

ど
も
園
に
向
か
う
道
路
の
損
傷

部
分
、
役
場
か
ら
小
学
校
へ
抜

け
る
町
道
の
補
修
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

農
協
前
の
横
断
歩
道
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
公
安
委
員
会
に

要
望
し
て
お
り
、
県
内
で
優
先

順
位
を
つ
け
、
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
行
わ
れ
る
と
い
う

回
答
を
も
ら
っ
た
。
た
だ
、
小

田
川
が
す
ぐ
に
で
き
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
の
回
答
は
も

ら
っ
て
い
な
い
。

事
業
課
長

　

町
道
桃
ノ
木
・
滝
ノ
沢
線
の

補
修
は
、
各
地
区
の
町
道
等
補

修
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。
役
場
か

ら
小
学
校
へ
抜
け
る
道
路
の
損

傷
も
確
認
し
て
い
る
が
、
施
工

箇
所
が
狭
い
中
で
の
工
事
と
な

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

進
め
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

こ
ど
も
園
前
に
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
置
を
し
て
、
歩
行

者
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
、
教
育
委
員
会
で
課
題

と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、

併
せ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

教
育
委
員
会
等
の
意
見
も
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。フ

ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の
推
進

は
子
ど
も
達
の
情
操
教
育
、
矢

祭
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
。
可
能
な
場
所

に
町
を
挙
げ
て
花
を
植
え
、
訪

れ
る
方
々
に
好
意
を
抱
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

現
在
、
国
道
１
１
８
号
の
戸

塚
農
村
公
園
入
口
付
近
と
国
道

３
４
９
号
の
小
田
川
の
た
め
池

付
近
で
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協

力
に
よ
り
、
花
の
植
え
付
け
を

し
て
道
路
維
持
景
観
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
の
方
々
で

答

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

質
問　

役
場
庁
舎
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て

質
問　

空
き
家
に
つ
い
て

質
問　

山
野
井
地
区
の
急
カ
ー
ブ

解
消
に
つ
い
て

一
般
・
土
木
・
産
業
・

健
康
福
祉
行
政

質
問　

第
６
次
総
合
計
画
に
つ
い
て 郡司浩子議員

質
問　

横
断
歩
道
・
道
路
の

補
修
に
つ
い
て

質
問　

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の

推
進
に
つ
い
て

答 問 問

問問問

問 問

問問

問問問

問

問問

問問

問

問答

答 答答

答 答

答答答

答 答

問

答答

答答

答答答

答
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管
理
を
し
て
い
た
だ
け
る
所
が

あ
れ
ば
、
花
の
苗
は
県
で
用
意

し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

毎
年
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
で
各
地
区
で
清
掃
作
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
花

植
え
を
入
れ
て
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

町
民
福
祉
課
と
も
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
地
場
産
品
が
提

示
さ
れ
、
見
た
人
に
覚
え
て
い

た
だ
く
こ
と
も
活
性
化
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
の

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
入
る
と
、
特
産

品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

買
い
物
支
援
事
業
で
も
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
構
築
を
検
討
し
て
お

り
、
お
互
い
に
リ
ン
ク
を
貼
る
こ

と
で
広
く
地
場
産
品
の
紹
介
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ほ
か
に
埋
も
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
提
示
が
で
き
る
か
ら
参
加
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
方
法
も
取
る
べ
き
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

町
内
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

特
産
品
が
ま
だ
あ
る
と
か
思
う
。

さ
ら
に
新
し
い
情
報
も
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
所
が
で
き
た
と
思
う
が
、

子
供
た
ち
が
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
と
い
う
意
見
が
聞
こ
え
て

く
る
。親
水
公
園
だ
け
で
な
く
、

全
体
を
考
え
た
も
の
を
造
っ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

今
年
度
は
３
期
工
事
と
し

て
、
入
口
付
近
の
造
成
を
予
定

し
て
お
り
、
矢
祭
山
の
風
景
に

溶
け
込
む
よ
う
に
、
遊
具
等
は

置
か
ず
に
植
栽
に
よ
り
水
辺
の

憩
え
る
場
所
と
し
て
整
備
し
て

い
き
た
い
。
平
成
29
年
度
に
観

光
資
源
管
理
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
矢
祭
山
公
園
整
備
の
基

本
方
針
と
し
て
、
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
公
園
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
資
源
管
理
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
る
と
は
思
う

が
、
考
え
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

る
の
は
ど
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
な

の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

第
１
期
工
事
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
、
当
初
か
ら
の
計
画
を

も
と
に
検
討
し
、
３
期
工
事
ま
で

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

若
い
方
々
の
こ
う
い
っ
た

も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

様
々
な
方
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
幸
せ
を
感
じ
た
り
、
行
動

で
き
る
公
園
に
し
た
い
と
思
う

の
で
、
若
い
人
た
ち
の
視
点
も

捉
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

イ
ベ
ン
ト
や
物
産
販
売
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
と

思
う
が
、
考
え
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
伺
う
。

事
業
課
長

　

３
期
工
事
が
完
了
し
た
際
に

は
何
か
し
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
具
体
的
な
内
容
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

町
営
住
宅
に
入
居
す
る
際

に
は
、
バ
ス
タ
ブ
を
自
分
で
設

置
す
る
と
い
う
昔
な
が
ら
の
や

り
方
で
あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ

の
辺
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。事

業
課
長

　

お
風
呂
は
、
入
居
者
の
負
担

で
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
退
居

す
る
際
に
も
撤
去
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
町
営
住
宅
は
公
営

住
宅
法
に
基
づ
き
建
築
し
て
お

り
、
最
低
限
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
低
所
得
者
に
対
し
て
住
居

を
提
供
す
る
も
の
な
の
で
、
浴

槽
は
入
居
者
の
負
担
で
設
置
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

大
寄
団
地
な
ど
も
同
じ
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

事
業
課
長　

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
同
じ

よ
う
に
取
扱
っ
て
い
る
。

水
回
り
は
当
時
の
必
要
最

低
限
と
現
在
の
必
要
最
低
限
の

レ
ベ
ル
が
若
干
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
辺
を

精
査
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長　

　

浴
槽
に
つ
い
て
は
、
前
の
入

居
者
が
使
っ
て
い
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
使
う
と
い
う
の
も
、
次

の
入
居
者
に
は
抵
抗
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
踏
ま
え
て
、
他
町
村
の
例
も

参
考
に
し
た
い
と
思
う
。

台
風
等
の
自
然
災
害
に
よ

り
避
難
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
手
順
、
避
難
所
の
職
員
の

配
置
等
が
明
確
に
わ
か
る
よ
う

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
出
来
上
が
っ

て
い
る
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

避
難
所
へ
の
移
動
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
箇
所
や
避
難
経
路
、

指
定
避
難
場
所
の
情
報
を
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
避
難

の
際
に
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
て
、
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
い

い
か
、
ど
こ
が
浸
水
エ
リ
ア
な

の
か
を
各
自
で
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

避
難
所
開
設
に
至
っ
た
際

に
、
職
員
の
配
置
や
避
難
所
内

に
ど
の
よ
う
な
順
序
で
入
っ
て

い
く
か
等
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
も
配

慮
し
た
避
難
所
設
置
の
計
画
が

で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
は
、

避
難
所
を
こ
う
い
っ
た
形
で
設

置
し
ま
す
と
い
う
こ
と
を
住
民

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
民
福
祉
課
長

避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い

て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
開
設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

現
在
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
も
含
め
た
も
の
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
避
難
所
の

レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
手

持
ち
の
資
料
と
し
て
作
成
し
て

い
る
。住

民
に
は
、
こ
う
い
う
形

で
受
け
入
れ
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
お
知
ら
せ
願
い
た
い

が
、
い
か
が
か
。

町
長

県
で
作
成
し
た
マ
イ
避
難

ノ
ー
ト
を
各
戸
に
配
布
し
て
い

る
の
で
、
自
分
の
避
難
ル
ー
ト

等
を
確
認
す
る
な
ど
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

災
害
が
毎
年
日
本
列
島
で
起
き

て
い
る
こ
と
は
み
ん
な
知
っ
て

い
る
の
で
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
と
い
う
意
識
も
大
事
で

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
踏

ま
え
て
危
機
管
理
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、
介
護
老
人
ホ
ー

ム
か
ら
避
難
す
る
際
に
、
行
き

来
す
る
回
数
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
施
設
管

理
者
の
方
々
に
も
早
め
の
対
応

を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

大
雨
等
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
老
人
福
祉
施
設
の
方
の
避

難
も
考
慮
し
、
避
難
勧
告
等
の

情
報
を
で
き
る
だ
け
早
く
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

施
設
の
方
に
も
早
期
に
伝
え
た

い
と
考
え
る
。

町
独
自
の
商
品
券
の
発
行

は
住
民
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
状
況
は
長
引
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
、
町
と
し
て
も
大
き

な
舵
を
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
が
、
町
と
し
て
住
民
の
生
活

を
守
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

７
月
に
１
世
帯
２
万
円
の
商

品
券
を
配
付
し
た
が
、
そ
の
第

２
弾
と
し
て
今
回
の
補
正
で
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
事

業
と
し
て
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

注
意
深
く
見
な
が
ら
、
引
き
続

き
対
応
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
の
公
約
に
あ
っ
た
地

域
住
民
の
方
々
の
貴
重
な
意
見

を
聞
き
、
今
後
の
町
政
に
反
映

さ
せ
る
、
ま
た
第
６
次
総
合
計

画
づ
く
り
の
参
考
に
す
る
と
い

う
目
的
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
と
思
う
が
、
再

度
町
長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

町
長

　

国
道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ
ス

も
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
状
況
を
見
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
段
階
を
踏
ん
で

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
道

路
、
特
に
河
川
の
土
砂
の
撤
去

の
要
望
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ

う
い
っ
た
町
民
目
線
で
今
後
の

第
６
次
総
合
計
画
も
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

台
風
19
号
で
被
災
し
た
町

道
矢
祭
・
下
小
坂
線
は
、
現
在

通
行
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
福
島
交
通
の
バ
ス
が
通
れ

な
い
の
で
、
か
な
り
不
便
を
き
た

し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

い
つ
頃
バ
ス
が
通
れ
る
よ
う
に
復

旧
で
き
る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

町
道
矢
祭
・
下
小
坂
線
の
工

事
は
、
発
注
済
み
だ
が
、
河
川

内
で
の
施
工
を
伴
う
た
め
、
11

月
頃
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
片
側
通
行

し
て
い
る
が
、
工
事
期
間
中
は
通

行
止
め
に
す
る
考
え
で
あ
る
。
工

期
と
し
て
は
３
月
ま
で
あ
る
が
、

早
期
完
了
に
向
け
て
施
工
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
町

が
募
集
し
採
用
す
る
わ
け
だ
が
、

人
数
の
制
限
は
な
い
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

制
限
は
な
い
。

優
秀
な
方
々
が
矢
祭
町
の

た
め
に
３
年
間
と
い
う
期
限
の

中
で
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
町
民
の
方
も
理
解

を
示
し
て
温
か
い
真
心
こ
も
っ

た
お
付
き
合
い
を
し
な
が
ら
町

の
た
め
に
働
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
協
力
隊
の
評

価
は
ど
う
で
あ
る
か
伺
う
。

事
業
課
長

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
４
名
の
隊
員
が
入
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
通
し
て
、
積
極
的

に
各
地
域
に
出
向
い
て
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
町
か
ら
首
都
圏
に
行
っ

て
い
る
大
学
生
で
、
自
分
が
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
苦
学
生
も
多
い

と
聞
い
て
い
る
。
県
内
の
町
村

で
は
大
学
生
あ
る
い
は
専
門
学

生
を
支
援
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
本
町
で
も
そ
う
い
っ

た
学
生
に
対
す
る
支
援
策
は
考

え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。　

町
長

　

本
町
で
は
学
生
へ
の
支
援
は

な
か
っ
た
が
、
今
後
、
本
町
出

身
の
大
学
生
、
専
門
学
生
を
何

ら
か
の
方
法
で
支
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
誰
も
が
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
な
の
で
、
感
染
症
の
対
策

も
兼
ね
な
が
ら
感
染
に
対
す
る

誹
謗
中
傷
に
は
行
政
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

質
問　

地
域
資
源
の
活
用
と

活
性
化
に
つ
い
て

質
問　

矢
祭
山
親
水
公
園
に

つ
い
て

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
つ
い
て

本多勇也議員

質
問　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

つ
い
て

一
般
・
健
康
福
祉
行
政

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
対
応
に
つ
い
て

質
問　

町
営
住
宅
の
修
繕
な
ど

に
つ
い
て

問答問答問

答問答

問答問答問答問

答問答問答

問答問

答問答

問答問答

問答問

答問答問

答問答
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◎
監
査
内
容

10
月
５
日
、
６
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

理
10
月
７
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
令
和
元
年
度
ス
イ
ン
ピ
ア
矢

祭
修
繕
工
事
（
継
続
）

・
令
和
元
年
度
農
地
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
江
戸
塚
地

区
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
あ
ゆ
の
吊
橋
周

辺
親
水
広
場
造
成
工
事
（
繰

越
）

・
令
和
２
年
度
水
道
基
幹
改
良

事
業
配
水
管
布
設
替
工
事

・
令
和
元
年
度
内
川
橋
橋
梁
補

修
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
林
道
内
川
町
平

畑
線
災
害
復
旧
工
事（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
耐
震
性
貯
水
槽

設
置
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
林
道
大
垬
線
災

害
復
旧
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
滝
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
農
地
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
高
野
谷
地

１
号
地
区
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
川
岐
川
河
川
災

害
復
旧
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
農
地
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
竹
ノ
内
地

区
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
元
年
度
林
業
専
用
道
戸

塚
線
開
設
１
期
工
事（
繰
越
）

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認　

（
３
箇
所

東
舘
字
桃
木
町
地

内
外
）

10
月
９
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
小
学
校
、
矢
祭
中
学
校
、

食
品
放
射
性
物
質
測
定
検
査

場
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月
５
日

か
ら
７
日
、
９
日
の
４
日
間
、
鈴
木
邦
美
、
鈴
木
一
監
査
委
員
は
、

財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、
工

事
内
容
と
進
捗
状
況
、
小
・
中
学
校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 定

期

監

査

実

施

現地踏査（内川橋橋梁補修工事）  定期監査をする監査委員
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10
月
８
日
（
木
）、
郡
山

市
「
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
に

お
い
て
、
県
内
の
町
村
議
会

議
員
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
町
か
ら
は
議
員
全
員
が

参
加
し
、
早
稲
田
大
学
公
共

経
営
大
学
院
教
授

片
山
善

博
氏
に
よ
る
「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
地
方
自
治
を
考
え
る
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
見
え
た
地
方
自
治
の

課
題
や
地
方
議
会
は
何
を
す

べ
き
か
と
い
っ
た
内
容
や
次

の
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

角
田
浩
一
氏
の
「
今
後
の
政

局
・
政
治
の
行
方
」
の
講
演

で
は
、
新
た
に
発
足
さ
れ
た

菅
内
閣
の
現
状
や
今
後
の
動

き
な
ど
に
つ
い
て
拝
聴
し
ま

し
た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

現地踏査（耐震性貯水槽設置工事）現地踏査（林業専用道戸塚線開設工事）

★

８
月

３
日　

新
人
議
員
研
修
会
（
福

島
市
）

４
〜
７
日　

決
算
審
査
（
役
場

第
１
会
議
室
）

５
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
議
会
第
３

回
定
例
会
（
広
域
圏
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

図
書
館
協
議
会
（
も
っ

た
い
な
い
図
書
館
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

20
日　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
（
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
）　

27
日　

東
白
衛
生
組
合
決
算
審

査
（
東
白
衛
生
組
合
）

町
村
議
会
正
副
議
長
・

事
務
局
長
研
修
会
（
福

島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
）

★

９
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

員
控
室
）

７
〜
11
日　

第
６
回
町
議
会
定

例
会
（
議
場
）

18
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

★

10
月

５
〜
６
日　

定
期
監
査
（
議
員

控
室
）

６
日　

第
５
回
町
村
長
と
正
副

議
長
に
よ
る
懇
談
会
（

鮫
川
村
役
場
）

７
日　

定
期
監
査
（
工
事
現
場
）

８
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
）

９
日　

定
期
監
査
（
学
校
・
出

先
機
関
）

16
日　

防
犯
協
会
３
支
部
合
同

防
犯
パ
レ
ー
ド
（
矢
祭

中
学
校
前
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

21
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

22
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

３
回
定
例
会
（
東
白
衛

生
組
合
）

23
日　

矢
祭
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
（
役
場

会
議
室
）

30
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

監査・議会の
動き

議会議員研修会

　請願、陳情はその取扱いを議会運営

委員会で協議します。12 月定例会に

請願、陳情をされる方は令和２年 11

月 25日までに提出願います。
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固定資産税▶４期
国民健康保険税▶６期
介護保険料▶６期
後期高齢者医療保険料▶４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（月）

水道使用料▶９～ 10 月分
納期限▶１１月３０日（月）
口座振替日▶１１月２５日（水）

●今月の納税

秋の火災予防運動が、11月 9日から 11月 15日までの７日間にわ
たり、全国一斉に実施されます。大切な家族や自分の命、そして財産
を火災から守るために住宅用火災警報器や住宅用消火器の設置及び点
検を行いましょう。
【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
▶ 3つの習慣
① 寝たばこは、絶対やめる
② ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

▶４つの対策
① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
② 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④ お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を
つくる。

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。
年

金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
白
河
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
年
金
事
務

所
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐
４

１
６
１

　

開
館
20
周
年
特
別
展
「
芦
野

氏
―
那
須
七
騎
か
ら
交
代
寄
合

へ
」
が
開
催
中
で
す
。
本
展
で

は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
時
代

初
め
ま
で
芦
野
な
ど
を
支
配
し

た
「
芦
野
氏
」
の
足
跡
を
た
ど

り
ま
す
。「
芦
野
系
図
」
や
幕

末
の
当
主
芦
野
資
貞
の
書
な
ど

を
限
定
公
開
し
て
い
ま
す
。

会
期

12
月
６
日
（
日
）
ま
で

入
館
料　

大
人
２
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　

の
場
合
は
翌
日
）

【
展
示
解
説
の
ご
案
内
】

日
程

11
月
７
日
（
土
）、
12

　

月
５
日
（
土
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

２
時

問
い
合
わ
せ　

那
須
歴
史
探
訪

館
☎
０
２
８
７
‐
７
４
‐
０

０
７

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。
今
年
度

第
２
期
分
の
納
期
限
は
、
11
月

30
日
（
月
）
で
す
の
で
、
送
付

さ
れ
た
納
付
書
に
よ
り
、
忘
れ

ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
地
方
振
興

局
県
税
部
☎
０
２
４
８
‐
２

３
‐
１
５
１
７

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

含
）
ま
た
は
同
等
の
学
力
を

有
す
る
者
（
中
学
校
卒
業
で

も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ

る
方
を
含
む
）
た
だ
し
、
社

会
人
枠
入
試
は
、
20
歳
以
上

で
２
年
以
上
の
就
労
経
験
が

あ
り
専
願
の
者
（
＊
年
齢
・

性
別
不
問
）

定
員

30
人

試
験
科
目

一
般
入
試
▼
国
語
、

数
学
、
作
文
、
面
接
／
社
会

　

人
枠
入
試
▼
作
文
、
面
接

試
験
期
日

一
般
入
試
▼
１
期
：

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）

２
期
：
令
和
３
年
２
月
18
日

（
木
）
／
社
会
人
枠
入
試
▼

　

令
和
２
年
12
月
17
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

河
准
看
護
学
院
☎
０
２
４
８

‐
２
３
‐
３
７
０
１

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
12
日
（
木
）
か
ら
18
日
（
水
）

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化

し
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間

以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
に
お
い
て
も
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

11
月
12
日
（
木
）
〜
18

　

日
（
水
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
11
月
14
日
（
土
）・

15
日
（
日
）
は
午
前
10
時
〜

　

午
後
５
時
ま
で
）

相
談
先
電
話
番
号　

０
５
７
０

‐
０
７
０
‐
８
１
０
（
全
国

共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
‐

５
３
４
‐
１
９
９
４

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣

言
採
択
日
）
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
各
地

で
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の

行
事
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

個
人
事
業
税
の
納
め
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
島

地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
72

回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週

間
を
中
心
に
啓
発
活
動
及
び

相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
時
間　

年
末
年
始
を
除
く

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ　

み
ん
な
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
５
７
０
‐
０

　

０
３
‐
１
１
０
／
子
ど
も
の

　

人
権
１
１
０
番
☎
０
１
２
０

　

‐
０
０
７
‐
１
１
０
／
女
性

　

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０

　

５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
専
門
相
談
員
が
家
計
や
借

金
の
状
況
等
を
伺
い
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
借
金
返
済
が
困

難
な
方
、
借
金
に
お
悩
み
の
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
８
日
（
火
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

会
場　

白
河
市
中
心
市
街
地
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
イ
タ

ウ
ン
白
河
）

予
約
締
切
日

12
月
７
日（
月
）

予
約
受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

財
務
省
福
島
財

務
事
務
所
（
多
重
債
務
者
相

談
窓
口
）
☎
０
２
４
‐
５
３

３
‐
０
０
６
４

相　
　

談

今月号では、　昨年の台風１９号災害の復
旧状況等をお伝えさせていただきました。
あの日から約１年が経過し、月日が経つの
は本当に早いものだなと実感しているとこ
をです。当時は、これまでに経験したこと
のないような豪雨を目の当たりにし、自然
の驚異を肌で感じました。また、高地原橋
が流されてしまうという映画の１シーンの
ような状況に衝撃を受けました。４～５ペー
ジでも掲載させていただいたように、新た
な高地原橋が来年度末に完成予定というこ
となのでこちらの経過等についてもお伝え
できればと思います。　　　　　　　　（海）

人　口 ５,６２９人（－   ２）
男 ２,７５４人（－   ５）
女 ２,８７５人（＋   ３）
世　帯 ２,０９９世帯（＋   ２）

人の動き
10月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
菊地　一和 83 正和 9 / 29 小田川
増子　善大 84 幸夫 10 / 4 内　川
大髙　常矢 71 菊池幹夫 10 / 5 下石井
青砥シゲ子 92 政喜 10 / 9 中石井
陳野　イツ 94 功一 10 / 15 宝　坂
本田　忠雄 87 ミヨ 10 / 23 茗　荷
菊地　恒美 89 モト 10 / 29 内　川

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署

☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和2年1月1日～10月14日）

火災件数　 ２件
救急出動　  166件

消防分署からのお願い

令
和
３
年
度
白
河
准
看
護

学
院
生
徒
を
募
集
し
ま
す

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

募　
　

集

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
尾亦　一

い っ し ん

心 10/6 道博 ・ 明恵 戸　塚

鈴木　美
み さ

朝 10/15 貴識 ・ 恵 下石井

加藤　紅
く み

美 10/23 晃 ・ 美穂 下石井

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 那
須
歴
史
探
訪
館

開
館
20
周
年
特
別
展
開
催

人
権
週
間
を
中
心
に

啓
発
・
相
談
活
動
を
実
施

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施

借
金
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 12 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 12 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
   有効期限：令和 2年 12 月 31日まで

令
和
2年
11月

6日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.716

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

 ● 3か月児健康診査
 塙（13：10～13：20）

●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

●子宮頸がん・骨粗しょう症検診
保セ（9：00～10：00）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●ふくしま駅伝
●矢祭読書の日

●家族の相談会
 保セ（13：00～16：00）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
● 6か月児健康相談
 保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）
●リトミック
保セ（10：30～11：00）

●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
 保セ（13：00～13：10）

○つちやクリニック☎43-2250 ○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 12/1 2 3 4 5
●ウォーキング教室
（10：00～11：30）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●心の相談会
 保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

● 文：なかがわ りえこ　●絵：おおむら ゆりこ

『ぐり と ぐら』

お料理することと食べることが何より好きな
野ねずみのぐりとぐらは、森で大きな卵を見つ
けました。目玉焼きにしようか卵焼きにしよう
か考えたすえ、カステラを作ることにしました。
でも、卵があまり大きくて運べません。そこで
フライパンをもってきて、その場で料理するこ
とにしました。カステラを焼くにおいにつられ
て、森じゅうの動物たちも集まってきます…。
みんなの人気者ぐりとぐらは、この絵本で登場
しました。「ぐりとぐら」には、たくさんのシリー
ズがありますので、ぜひお楽しみください。

＊新型コロナウィルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

矢祭町長　佐川 正一郎

▶人気シリーズの登場で
す。この絵本を読むと、
人は支え合っていかなけ
ればならないことが分か
ります。また、人に役立
つことの嬉しさが伝わり
ます。何気なく普段の行
いが大切な事だと思いま
す。是非、子供達と一緒
に読んで見て下さい。

出版社▶福音館書店

● 読んであげるなら：３歳から
● 自分で読むなら：小学校低学年から




